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労　働　費
商　工　費
議　会　費
諸 支 出 金
消　防　費
災害復旧費
衛　生　費
土　木　費
農林水産業費
公　債　費
教　育　費
民　生　費
総　務　費

298円

12,671円

24,628円
29.104円

52,059円

76,389円
93,417円

7,734円7,734円
9,181円9,181円
12,671円
19,978円
24,628円
29,104円

52,059円
60,331円

76,389円
93,417円

103,757円103,757円
149,479円149,479円

市民1人当たりに換算した歳出総計
639,026円

　旧竹田市の歳出決算額106億5,001万円を平成17年度
3月末現在の人口（16,666人）で割ると、市民1人当たり
639,026円の支出になります。

　

地
方
自
治
法
第
２
４
３
条
の
３
第
１
項
並
び
に
「
竹
田
市
財
政
状
況
の
作
成
及
び
公
表
に
関
す
る
条

例
」
に
基
づ
き
、
平
成
16
年
度
旧
１
市
３
町
（
竹
田
市
・
荻
町
・
久
住
町
・
直
入
町
）
の
財
政
状
況
を
公

表
し
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
新
市
合
併
前
旧
団
体
の
歳
入
歳
出
予
算
執
行
状
況
や
所
有
財
産
、
ま
た
、
地
方
債
等
の
借
入

現
在
高
な
ど
、
財
政
運
営
に
係
る
諸
状
況
を
明
ら
か
に
し
、
税
金
や
国
・
県
か
ら
の
補
助
交
付
金
が
ど
の

よ
う
に
使
わ
れ
た
か
、平
成
16
年
度
に
お
け
る
旧
団
体
毎
の
家
計
簿
を
皆
様
に
お
知
ら
せ
す
る
も
の
で
す
。

「
竹
田
市
（
旧
１
市
３
町
）
の

　
財
政
状
況
」を
公
表
し
ま
す

平成16年度  旧竹田市決算状況（平成 17年 3月末現在）
■一般会計（旧竹田市）
　一般会計は、平成 15 年度決算額に比べ歳入が 8,059 万円（0.8％）増、歳出が 15 億 2,285
万円（16.7％）増となりました。歳入増の主な要因は、減債基金取崩しをはじめとする繰入金
5億 5,926 万円（90.7％）の増、過疎対策事業債借入をはじめとする市債 1億 9,770 万円（16.7
％）の増などによるものです。
　また、歳出では新市発足に向けた電算統合事業などの準備経費 8億 884 万円や南部小学校建
設をはじめとする普通建設事業費 4億 4,066 万円の増、梅雨前線豪雨及び台風 22号・23号に
起因する災害復旧事業費 1億 2,400 万円の増など、投資的経費が大きく増加したためです。
　歳入歳出収支差額の実質収支は 9億 101 万円の赤字、また、一般会計ベースでの経常収支比
率は、101.9％となりました。実質収支の赤字は、市町合併に伴う打切り決算（4月 1日合併の
ため、3月 31日をもって旧市町の会計を閉鎖すること）により、通常年度の出納整理期間中（翌
年度の 4、5月の２か月間）に収入すべき歳入が未収となったことなどから生じたものであり、
これに伴い経常収支比率も 100％を超過する結果となりました。
経常収支比率：人件費や扶助費、公債費等の毎年度必要とする固定的なものを経常経費といい、この経費に市税
や地方交付税などの経常一般財源（使途を限定されない財源）がどの程度投入されたかを見る指標。この比率が
低いほど余裕のある財政運営ができ、普通建設事業などの投資的経費の割合が高まる。なお、平成 16年度決算
の大分県 11市平均経常収支比率は、97.8％となっている。

　

歳
入
の
構
成
は
、
地
方
交
付
税
が
36
・
４
％
と
最
も
高
く
、
次
い
で
市
債
14
・
２
％
、
繰

入
金
12
・
１
％
、
市
税
12
・
０
％
、
国
庫
支
出
金
８
・
１
％
、
県
支
出
金
５
・
６
％
等
と
な
っ

て
い
ま
す
。
竹
田
市
が
単
独
で
調
達
で
き
る
収
入
（
市
税
や
分
担
金
負
担
金
、
財
産
収
入
、

基
金
繰
入
金
な
ど
）
は
30
億
６
、０
４
４
万
円
で
、
歳
入
全
体
の
31
・
４
％
（
こ
れ
を
自
主
財

源
比
率
と
い
い
ま
す
）
し
か
な
く
、
地
方
交
付
税
や
市
債
、
国
県
支
出
金
等
の
外
的
収
入
に

依
存
す
る
構
造
と
な
っ
て
い
ま
す
。
多
く
の
地
方
自
治
体
が
こ
う
し
た
歳
入
構
成
を
示
し
て

お
り
、
こ
れ
が
３
割
自
治
と
い
わ
れ
る
所
以
で
す
。

歳入合計
（旧竹田市）

97億4,900万円

歳入の構成（旧竹田市）

地方交付税
355,164
36.4％

市　債
138,100
14.2％

使用料及び手数料
11,416
1.2％

繰入金
117,591
12.1％

国庫支出金
78,498
8.1％

県支出金
55,988
5.6％

繰越金
27,125
2.8％

地方消費税
交付金
17,832
1.8％

諸収入
14,176
1.5％

分担金及び負担金
13,823
1.4％

地方譲与税
12,205
1.3％

その他
15,725
1.6％

市民 1人あたりの市税負担状況（旧竹田市）

固定資産税
33,406 円

市民税
27,474 円

市町村たばこ税
5,710 円

都市計画税
1,488 円

軽自動車税
2,268 円

入湯税
11 円

　

歳
入
決
算
額
の
う
ち
、
市
税
の
決
算
額
は
11

億
７
、２
５
７
万
円
で
歳
入
全
体
の
12
・
０
％

で
す
。
市
税
の
決
算
額
を
平
成
17
年
３
月
末

現
在
の
旧
竹
田
市
人
口
（
１
６
、６
６
６
人
）

で
割
る
と
、
１
人
当
た
り
で
７
０
、３
５
７
円

を
負
担
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

市　税
117,257
12.0％
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歳
出
の
目
的
別
決
算
は
、
新
市
発
足
に
向
け
て
の
準
備
経
費
に
８
億
円
余
り
を
要
し
た
こ
と
か
ら
総
務

費
が
24
億
９
、１
２
１
万
円
で
、
歳
出
決
算
額
全
体
に
占
め
る
構
成
比
は
23
・
４
％
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

南
部
小
学
校
建
設
事
業
に
着
手
し
て
い
る
こ
と
か
ら
教
育
費
が
15
億
５
、６
８
８
万
円
と
な
り
、
歳
出
決
算

額
全
体
に
占
め
る
構
成
比
は
14
・
６
％
と
総
務
費
、
民
生
費
に
次
い
で
高
い
割
合
と
な
っ
て
い
ま
す
。
性

質
別
の
歳
出
構
成
で
は
、
義
務
的
経
費
（
歳
出
の
う
ち
容
易
に
削
減
す
る
こ
と
が
困
難
な
経
費
で
人
件
費
、

扶
助
費
、
公
債
費
の
総
体
を
指
し
ま
す
）
が
40
・
４
％
と
全
体
の
半
分
近
く
を
占
め
、
公
共
施
設
整
備
の

指
標
と
な
る
投
資
的
経
費
（
普
通
建
設
事
業
費
や
災
害
復
旧
事
業
費
）
が
24
・
０
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳出合計
（旧竹田市）

106億5,001 万円

平成 16 年度  旧竹田市水道会計決算状況（平成 17年３月末現在）
◇収益的収入及び支出

　　収益的収入及び支出は、水道事業の経営活動に伴い発生する収益と、それに対応する費用の収支をいい、収入の主な
　ものは水道料金で、支出は水道水を供給するために要した費用です。なお、収入・支出額は消費税を含めない数値です。

収　入　額 支　出　額 差　　　引

1億 9,918 万円 1億 7,196 万円 2,722 万円

◇資本的収入及び支出

　　資本的収入及び支出は、水道事業の将来の経営活動に備えて行う建設改良等に要する収支をいい、収入の主なものは
　工事負担金で、支出は建設改良費や企業債の償還金などです。
　　なお、不足額については、消費税及び地方消費税資本的収支調整額（350万円）、過年度分損益勘定留保資金（1,312万
　円）、当年度分損益勘定留保資金（2,230万円）、減債積立金（1,106万円）、建設改良積立金（3,000万円）で補填しました。

収　入　額 支　出　額 差　　　引

2,026 万円 1億 24万円 △ 7,998 万円

◇企業債残高

財 務 省 財 務 局 3億 3,841 万円

公営企業金融公庫 5,767 万円

計 3億 9,608 万円

◇固定資産の現在高

有形固定資産 13億 8,767 万円

無形固定資産 8万円

◇業　務　量

事　　　　　項 平成 16年度 対前年度比

年度末給水人口 8,058 人 193 人減

年度末給水戸数 3,514 戸 47 戸減

給　水　栓　数 3,731 栓 34 栓減

年 間 配 水 量 1,431,596 ㎥ 294 ㎥増

1日平均配水量 3,922 ㎥ 115 ㎥増

◇ 1戸あたりの月額水道料金
　　　4,703 円（消費税抜き）

目的別歳出（旧竹田市）

性質別歳出（旧竹田市）

総務費
249,121
23.4％

民生費
172,923
16.2％

教育費
155,688
14.6％

公債費
127,311
12.0％

農林水産業費
100,547
9.4％

土木費
86,761
8.1％

衛生費
48,505
4.6％

災害復旧費
41,045
3.9％

消防費
33,295
3.1％

諸支出金
21,117
2.0％

議会費
15,301
1.4％

商工費
12,890
1.2％ 労働費

497
0.1％

普通建設事業費
215,908
20.3％

人件費
214,650
20.2％

物件費
139,409
13.0％

公債費
127,303
12.0％

補助費等
107,673
10.1％

扶助費
88,024
8.2％

繰出金
75,531
7.1％

積立金
45,372
4.2％

災害復旧事業費
39,962
3.8％

維持補修費
8,000
0.8％ 投資及び出資・

貸付金
3,169
0.3％
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平成16年度  旧荻町決算状況（平成 17年 3月末現在）
■一般会計（旧荻町）
　一般会計は、平成15年度決算額に比べ歳入が 4億 4,384 万円（14.4％）減、歳出が 2億 3,003 万円（7.8％）減と
なりました。歳入減の主な要因は、地方交付税 7,137 万円（5.2％）の減、過疎対策事業債借入をはじめとする町債1億
7,280 万円（32.3％）の減、投資的経費のうち普通建設事業にかかる国・県支出金2億 4,827 万円（53.5％）の減などに
よるものです。
　また、歳出では合併準備に伴う基金積立金が 1億 3,438 万円の増となったものの、経営構造対策事業（堆肥センター）
をはじめとする普通建設事業費 3億 5,462 万円の減が大きな要因です。
　これに伴い実質収支は 6,429 万円の赤字となり、また、一般会計ベースでの経常収支比率は、102.9％となりました。
実質収支の赤字は、市町合併に伴う打切り決算により生じたものであり、通常の出納整理期間中に収入すべき歳入が未
収となったことなどから、経常収支比率が 100％を超過する結果となりました。

　

歳
入
の
構
成
は
、
地
方
交
付
税
が
49
・
５
％
と
最
も
高
く
、
次
い

で
町
債
14
・
９
％
、町
税
７
・
４
％
、繰
入
金
６
・
１
％
、県
支
出
金
５
・
８

％
等
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

荻
町
が
単
独
で
調
達
で
き
る
収
入
は
５
億
８
、８
３
０
万
円
で
、
歳

入
全
体
の
22
・
２
％
し
か
な
く
、
地
方
交
付
税
や
町
債
、
国
県
支
出

金
等
の
外
的
収
入
に
依
存
す
る
構
造
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳入合計
（旧荻町）

26 億4,758 万円

　

歳
出
の
目
的
別
決
算
は
、
公
債
費
（
地
方
債
の
償
還
金
等
）
が

５
億
６
、８
０
４
万
円
で
、
歳
出
決
算
額
全
体
に
占
め
る
構
成
比
は

20
・
９
％
と
な
り
ま
し
た
。
次
い
で
総
務
費
が
５
億
１
、６
４
３
万

円
（
19
・
０
％
）、
農
林
水
産
業
費
が
４
億
２
、０
２
６
万
円
（
15
・
５

％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
性
質
別
の
歳
出
構
成
で
は
、
義
務
的
経
費
が

46
・
９
％
と
全
体
の
半
分
近
く
を
占
め
、
公
共
施
設
整
備
の
指
標
と
な

る
投
資
的
経
費
が
16
・
６
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳出合計
（旧荻町）

27 億1,187 万円

歳入の構成（旧荻町）

地方交付税
131,061
49.5％

町　債
39,810
14.9％

使用料及び手数料
3,915
1.5％

繰入金
16,053
6.1％

国庫支出金
6,444
2.4％

県支出金
15,229
5.8％

繰越金
14,927
5.6％

地方消費税交付金
2,837
1.1％

諸収入
3,893
1.5％

分担金及び負担金
513
0.2％

地方譲与税
5,276
2.0％

その他
5,271
2.0％

町　税
19,529
7.4％

町民 1人あたりの町税負担状況（旧荻町）

固定資産税
26,545 円

町民税
20,253 円

市町村たばこ税
4,176 円

軽自動車税
2,667 円

入湯税
381 円

　歳入決算額のうち、町税の
決算額は1億 9,529万円で歳
入全体の 7.5％です。
　町税の決算額を平成17年 3
月末現在の旧荻町人口（3,615
人）で割ると、1人当たりで
54,022円を負担していること
になります。

目的別歳出（旧荻町）

性質別歳出（旧荻町）

総務費
51,643
19.0％

民生費
38,027
14.0％

教育費
16,203
6.0％

公債費
56,804
20.9％

農林水産業費
42,026
15.5％

土木費
19,131
7.1％

衛生費
22,381
8.3％

災害復旧費
7,818
2.9％消防費

9,848
3.6％

議会費
6,277
2.3％

商工費
1,029
0.4％

普通建設
事業費
36,738
13.5％

人件費
61,081
22.5％

物件費
27,055
10.0％ 公債費

56,804
20.9％

補助費等
33,663
12.4％

扶助費
9,487
3.6％

繰出金
24,140
8.9％

積立金
13,711
5.1％

災害復旧
事業費
8,250
3.0％

投資及び出資・
貸付金
258
0.1％
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商　工　費
議　会　費
災害復旧費
消　防　費
教　育　費
土　木　費
衛　生　費
民　生　費
農林水産業費
総　務　費
公　債　費

町民1人当たりに換算した歳出総計
750,172円

　旧荻町の歳出決算額27億1,187万円を平成17年度
３月末現在の人口（3,615人）で割ると、町民1人当た
り750,172円の支出になります。

2,846円2,846円
17,364円17,364円
21,627円21,627円
27,242円27,242円

44,822円44,822円
52,921円52,921円

61,911円61,911円
105,192円105,192円

116,254円116,254円

142,858円142,858円
157,135円157,135円

労　働　費
議　会　費
商　工　費
消　防　費
衛　生　費
災害復旧費
教　育　費
土　木　費
民　生　費
総　務　費
農林水産業費
公　債　費

町民1人当たりに換算した歳出総計
819,206円

　旧久住町の歳出決算額39億5,267万円を平成17年度
３月末現在の人口（4,825人）で割ると、町民1人当たり
819,206円の支出になります。

1,161円
15,606円

23,610円
27,279円

37,780円
39,235円

98,562円
110,574円

125,045円
134,785円

145,523円

15,606円
23,610円
27,279円

37,780円
39,235円

60,046円
98,562円

110,574円
125,045円

134,785円
145,523円

■一般会計（旧久住町）
　一般会計は、平成 15年度決算額に比べ歳入が 2億 6,139 万円（6.3％）の減、歳出が 2,506 万円（0.6％）の増とな
りました。歳入減の主な要因は、3月 31 日打切り決算により国・県の補助金が平成 17年度に歳入されたことや、災
害復旧事業費の減を主とする県支出金 1億 4,619 万円（26.2％）の減、臨時地方道整備事業債・臨時財政対策債の借
入をはじめとする市債 1億 8,570 万円（29.1％）の減などによるものです。
　また、歳出では災害復旧事業費 5,790 万円の減、広域連合などの負担金が減少したものの、扶助費 918 万円の増や
地方債の返済に充てる公債費が 7,167 万円増加したため全体では微増となっています。
　これに伴い実質収支は5,342万円の赤字、単年度収支は△2億 7,301万円、実質単年度収支は△2億 2,894万円、また、
一般会計の経常収支比率は100.1％となりました。実質収支の赤字は、市町合併に伴う打切り決算により生じたものであり、
通常の出納整理期間中に収入すべき歳入が未収となったことなどから、経常収支比率は100％を超過する結果となりました。

　

歳
入
の
構
成
は
、
地
方
交
付
税
が
42
・
１
％
と
最
も
高
く
、
次
い
で
町
債
11
・
６
％
、
県
支
出
金
10
・
６
％
、

繰
入
金
10
・
４
％
、
町
税
８
・
１
％
、
国
庫
支
出
金
４
・
５
％
等
と
な
っ
て
お
り
、
交
付
税
依
存
型
の
財
政
運

営
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

久
住
町
が
単
独
で
調
達
で
き
る
収
入
は
10
億
５
、０
５
２
万
円
で
、
歳
入
全
体
の
26
・
９
％
し
か
な
く
、
地

方
交
付
税
や
町
債
、
国
県
支
出
金
等
の
外
的
収
入
に
依
存
す
る
構
造
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳入合計
（旧久住町）

38 億9,925 万円

平成16年度  旧久住町決算状況（平成 17年 3月末現在）

歳入の構成（旧久住町）

地方交付税
164,288
42.1％

町　債
45,210
11.6％

使用料及び手数料
6,154
1.6％

繰入金
40,481
10.4％

国庫支出金
17,369
4.5％

県支出金
41,146
10.6％

繰越金
9,703
2.5％

地方消費税交付金
4,385
1.1％諸収入

7,352
1.9％

分担金及び負担金
3,314
0.8％

地方譲与税
6,542
1.7％

その他
12,225
3.1％

町　税
31,756
8.1％

町民 1人あたりの町税負担状況（旧久住町）
　歳入決算額のうち、町税の
決算額は3億 1,756 万円で歳
入全体の 8.1％です。
　町税の決算額を平成 17 年
3月末現在の旧久住町人口
（4,825人）で割ると、1人当た
りで 65,816 円を負担してい
ることになります。

固定資産税
37,143 円

町民税
18,728 円

市町村たばこ税
4,059 円

軽自動車税
2,546 円

入湯税
3,340 円



広報たけた 平成17年12月号 6

■一般会計（旧直入町）
　一般会計は、平成15年度決算額に比べ歳入が7,841万円（2.6％）増、歳出が2億 1,685万円（7.3％）増となりました。
歳入増の主な要因は、地方交付税が5,725 万円（4.6％）の減となったものの、過疎対策事業債借入をはじめとする町債
15,060 万円（25.1％）の増、財政調整基金等の取り崩しによる繰入金1億 4,421万円（43.4％）の増などによるものです。
　また、歳出では合併準備に伴う基金積立金が 1億 8,295 万円の増となったことや、町道改良工事や庁舎建設をはじめ
とする普通建設事業費 8,421 万円の増が大きな要因です。
　歳入歳出収支差額の実質収支は 5,187 万 6千円の赤字、また、普通会計ベースでの経常収支比率は、101.9％となり
ました。実質収支の赤字は、市町合併に伴う打切り決算により、通常年度の出納整理期間中に収入すべき歳入が未収と
なったことなどから生じたものであり、これに伴い経常収支比率は 100％を超過する結果となりました。

　

歳
入
の
構
成
は
、
地
方
交
付
税
が
38
・
７
％
と
最
も
高
く
、

次
い
で
町
債
24
・
０
％
、
繰
入
金
15
・
３
％
、
町
税
６
・
０
％
、

県
支
出
金
５
・
８
％
等
と
な
っ
て
い
ま
す
。
直
入
町
が
単
独
で

調
達
で
き
る
収
入
は
７
億
４
、２
６
７
万
円
で
、
歳
入
全
体
の

23
・
８
％
し
か
な
く
、
地
方
交
付
税
や
町
債
、
国
県
支
出
金
等

の
外
的
収
入
に
依
存
す
る
構
造
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳入合計
（旧直入町）

31 億1,997 万円

平成16年度  旧直入町決算状況（平成 17年 3月末現在）

　

歳
出
の
目
的
別
決
算
を
見
る
と
、
公
債
費
17
・
８
％
、
農
林
水
産
業
費
16
・
５

％
、
総
務
費
15
・
３
％
、
民
生
費
13
・
５
％
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。
前
年
と
比
べ

て
の
特
徴
は
、
久
住
高
原
荘
に
新
た
に
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
を
建
設
し
た
こ
と
で

商
工
費
が
27
・
６
％
の
大
き
な
伸
び
を
示
し
て
い
ま
す
。
ま
た
台
風
に
よ
る
災
害
が

発
生
し
ま
し
た
が
、
災
害
復
旧
事
業
費
と
し
て
は
前
年
を
大
き
く
下
回
り
ま
し
た
。

性
質
別
の
歳
出
構
成
で
は
、
義
務
的
経
費
が
38
・８
％
と
全
体
の
半
分
近
く
を
占
め
、

道
路
整
備
事
業
や
基
盤
整
備
事
業
の
投
資
的
経
費
が
24
・
２
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳出合計
（旧久住町）

39 億5,267 万円

※ここでの数値は、国・県に報告した数値であり、手法により決算書の歳入歳出合計額からそ
　れぞれ 1億 3,902 万円を控除した数値となっています。

総務費
60,334
15.3％

民生費
53,352
13.5％

教育費
28,972
7.3％

公債費
70,215
17.8％

農林水産業費
65,034
16.5％土木費

47,556
12.0％

衛生費
18,229
4.6％
災害復旧費
18,931
4.8％

消防費
13,162
3.3％

議会費
7,530
1.9％

商工費
11,392
2.9％ 労働費

560
0.1％

普通建設
事業費
76,813
19.4％

人件費
72,850
18.4％

物件費
41,475
10.5％

公債費
70,215
17.8％

補助費等
63,292
16.0％

扶助費
10,319
2.6％

繰出金
18,396
4.7％

積立金
21,577
5.4％

災害復旧
事業費
18,931
4.8％

投資及び出資・
貸付金
1,189
0.3％

目的別歳出（旧久住町）

性質別歳出（旧久住町）

維持補修費
210
0.1％

歳入の構成（旧直入町）

地方交付税
120,270
38.7％

町　債
75,030
24.0％

使用料及び手数料
1,842
0.6％

繰入金
47,627
15.3％

国庫支出金
9,822
3.1％

県支出金
18,050
5.8％

繰越金
7,331
2.3％

地方消費税交付金
2,553
0.8％

諸収入
2,017
0.6％

分担金及び負担金
2,875
0.9％地方譲与税

4,126
1.3％

その他
7,746
2.5％

町　税
18,743
6.0％

町民 1人あたりの町税負担状況（旧直入町）
　歳入決算額のうち、町税の
決算額は1億 8,743 万円で歳
入全体の 6.0％です。
　町税の決算額を平成17年
3月末現在の旧直入町人口
（2,823 人）で割ると、1人当
たりで 66,394 円を負担して
いることになります。

固定資産税
40,814 円

町民税
16,709 円

市町村たばこ税
4,337 円

軽自動車税
2,459 円

入湯税
2,075 円
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議　会　費
商　工　費
消　防　費
災害復旧費
衛　生　費
諸 支 出 金
教　育　費
民　生　費
土　木　費
農林水産業費
総　務　費
公　債　費

町民1人当たりに換算した歳出総計
1,123,571円

　旧直入町の歳出決算額31億7,184万円を平成17年度
３月末現在の人口（2,823人）で割ると、町民1人当たり
1,123,571円の支出になります。

22,667円22,667円
26,904円26,904円
31,757円31,757円
34,478円34,478円
49,674円
65,087円

74,428円74,428円
115,760円115,760円

152,384円
161,495円

201,686円
187,251円187,251円

 

市
税
に
お
け
る
目
的
税

 

の
使
途
（
旧
１
市
３
町
） 

　

地
方
自
治
体
の
重
要
な
収
入
源
で
あ

る
市
町
村
税
は
、
普
通
税
と
目
的
税
の
二

つ
に
大
別
さ
れ
ま
す
。
普
通
税
は
、
法
に

よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
市
町
村
民
税
、
固
定

資
産
税
、
軽
自
動
車
税
な
ど
で
、
納
税
義

務
が
生
じ
る
住
民
の
所
得
や
所
有
す
る

資
産
等
の
状
況
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

税
を
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
た
、
目
的
税
は
、
特
定
の
財
政
需
要

（
公
共
事
業
）
を
賄
う
た
め
に
課
す
る
税

で
、
旧
１
市
３
町
で
は
都
市
計
画
税
や
入

湯
税
が
こ
れ
に
当
た
り
ま
す
。
こ
う
し
た

目
的
税
が
、
平
成
16
年
度
に
お
い
て
、
旧

１
市
３
町
で
ど
の
よ
う
な
事
業
に
使
わ

れ
た
か
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

〈
都
市
計
画
税
〉

　

都
市
計
画
税
は
、
地
方
税
法
第
７
０
２

条
に
よ
り
、
市
町
村
が
都
市
計
画
事
業
ま

た
は
土
地
区
画
整
理
事
業
に
要
す
る
費
用

に
充
て
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
事
業
に
よ
っ

て
利
益
を
受
け
る
都
市
計
画
区
域
内
の
土

地
及
び
家
屋
の
所
有
者
に
対
し
て
課
す
る

税
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
都
市
計

画
事
業
を
行
う
こ
と
で
、
都
市
計
画
区
域

内
の
住
民
が
そ
の
利
便
利
益
を
被
り
、
土

地
及
び
家
屋
に
つ
い
て
一
般
的
に
そ
の
価

値
の
向
上
に
つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ
る
こ

と
に
よ
る
も
の
で
す
。
こ
の
た
め
、
都
市

計
画
税
は
固
定
資
産
税
と
と
も
に
賦
課
徴

収
す
る
も
の
と
さ
れ
、
ま
た
、
旧
１
市
３

町
で
は
都
市
計
画
区
域
の
あ
る
旧
竹
田
市

の
み
に
あ
る
目
的
税
で
す
。

　

旧
竹
田
市
の
平
成
16
年
度
都
市
計
画
税

徴
収
額
は
２
、４
７
９
万
円
で
、
こ
れ
を
竹

田
玉
来
線
街
路
事
業
負
担
金
２
、９
８
０
万

円
、
総
合
運
動
公
園
整
備
事
業
（
事
業
費

２
億
１
、４
５
６
万
円
）、
街
並
み
環
境
整

備
事
業
（
事
業
費
９
、０
３
５
万
円
）
等
に

充
て
て
い
ま
す
。

〈
入　

湯　

税
〉

　

入
湯
税
は
、
地
方
税
法
７
０
１
条
に
よ

り
鉱
泉
浴
場
、
い
わ
ゆ
る
温
泉
施
設
の
所

在
す
る
市
町
村
が
入
湯
客
に
課
す
る
目

的
税
で
、
こ
れ
は
温
泉
施
設
を
利
用
す
る

地
元
住
民
の
み
な
ら
ず
、
当
該
地
域
を
訪

れ
る
他
市
町
村
の
入
湯
客
（
観
光
客
）
に

多
く
を
納
め
て
い
た
だ
く
税
と
な
り
ま

す
。
言
い
換
え
ま
す
と
、
新
竹
田
市
の
観

光
が
大
き
く
向
上
す
る
ほ
ど
に
伸
び
る

税
で
あ
り
、
ま
た
、
観
光
振
興
は
併
せ
て

地
域
経
済
の
活
性
化
に
波
及
す
る
も
の

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
入
湯
税
の
増
減
は
地

域
経
済
の
動
向
を
見
る
上
か
ら
、
一
つ
の

貴
重
な
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
に
も
な
り
ま
す
。

　

徴
収
方
法
は
温
泉
施
設
を
営
業
す
る
経

営
者
（
こ
れ
を
特
別
徴
収
義
務
者
と
い
い

ま
す
）
が
代
理
で
入
湯
税
を
徴
収
し
、
そ

し
て
こ
れ
を
市
町
村
に
納
め
る
方
法
が
用

い
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
入
湯
税
の
使

途
は
法
に
よ
り
環
境
衛
生
施
設
、
鉱
泉
源

の
保
護
管
理
施
設
、消
防
施
設
等
の
整
備
、

並
び
に
観
光
振
興
に
要
す
る
経
費
に
充
て

る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
旧
１
市
３
町

の
平
成
16
年
度
入
湯
税
徴
収
額
及
び
充
当

事
業
は
次
頁
表
の
と
お
り
で
す
。

　

歳
出
の
目
的
別
決
算
は
、
公
債
費
（
地
方
債
の
償
還
金
等
）
が
５
億
６
、９
３
６
万
円
で
、
歳
出
決
算
額

全
体
に
占
め
る
構
成
比
は
18
・
０
％
と
な
り
ま
し
た
。
次
い
で
総
務
費
が
５
億
２
、８
６
１
万
円
（
16
・
７

％
）、農
林
水
産
業
費
が
４
億
５
、５
９
０
万
円
（
14
・
４
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
性
質
別
の
歳
出
構
成
で
は
、

義
務
的
経
費
が
36
・
５
％
と
全
体
の
３
割
以
上
を
占
め
、
公
共
施
設
整
備
の
指
標
と
な
る
投
資
的
経
費
が

28
・
３
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳出合計
（旧直入町）

31 億7,184 万円
公債費
56,936
18.0％

民生費
32,679
10.3％

教育費
21,011
6.6％

総務費
52,861
16.7％

農林水産業費
45,590
14.4％

土木費
43,018
13.6％

衛生費
14,023
4.4％

災害復旧費
9,733
3.1％

消防費
8,965
2.8％

議会費
6,399
2.0％

商工費
7,595
2.4％

普通建設
事業費
89,811
28.3％

人件費
47,770
15.1％

物件費
26,925
8.5％

公債費
56,929
17.9％

補助費等
36,057
11.4％

扶助費
11,021
3.5％繰出金

16,628
5.2％

積立金
21,952
6.9％

災害復旧
事業費
9,733
3.1％

投資及び出資・
貸付金
8
-％

目的別歳出（旧直入町）

性質別歳出（旧直入町）

維持補修費
350
0.1％

諸支出金
18,374
5.8％
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会計区分 基 金 区 分 基金額（H17.3 月末現在） 摘　　　　　要

一般会計

財政調整基金 3億 4,799 万円
減債基金 1億 1,054 万円
その他の特定目的基金 1億 8,827 万円 名勝「納池公園」保全基金など 10種
定額基金 2億 8,779 万円 土地開発基金など２種

特別会計 特定目的基金 1億 1,137 万円 簡易水道基金など６種
合　　　　　計 10億 4,596 万円

会計区分 基 金 区 分 基金額（H17.3 月末現在） 摘　　　　　要

一般会計

財政調整基金 3億 9,017 万円
減債基金 -万円
その他の特定目的基金 1億 4,480 万円 農産物等直売所「水の駅」施設保全基金など８種
定額基金 1億 1,026 万円 土地開発基金など２種

特別会計 特定目的基金 2億 1,218 万円 簡易水道基金など６種
合　　　　　計 8億 5,741 万円

旧市町名 入湯税徴収額 入　湯　税　充　当　事　業 事　業　費

竹田市 18万円 観光振興事業（観光宣伝費） 498 万円

荻　町 138 万円 観光振興事業（観光宣伝費・地域振興イベント等） 240 万円

久住町 1,612 万円

環境衛生施設整備事業（合併処理浄化槽整備） 1,343 万円

消防施設等整備事業（小型ポンプ整備） 149 万円

観光施設整備事業（観光案内板整備等） 860 万円

観光振興事業（地域振興イベント等） 735 万円

直入町 586 万円

環境衛生施設整備事業（合併処理浄化槽整備） 859 万円

観光施設整備事業（観光案内板整備等） 45万円

観光振興事業（観光宣伝費・地域振興イベント等） 348 万円

旧１市３町の基金現在高（平成 17年３月末現在）
　地方公共団体は、安定的な財政運営を行うため、各団体の財政状況に応じて基金を設置できます。次の
表は、旧１市３町が保有する平成 17年３月末の基金現在高で、新竹田市では、この旧１市３町の基金を
引き継ぎ合算した基金を設置保有しています。

会計区分 基 金 区 分 基金額（H17.3 月末現在） 摘　　　　　要

一般会計

財政調整基金 6億 8,530 万円
減債基金 5億 4,907 万円
その他の特定目的基金 9億 5,203 万円 公共施設整備基金など 13種
定額基金 1億 6,700 万円 土地開発基金など３種

特別会計 特定目的基金 1億 7,249 万円 簡易水道基金など４種
合　　　　　計 25億 2,589 万円

会計区分 基 金 区 分 基金額（H17.3 月末現在） 摘　　　　　要

一般会計

財政調整基金 1億　472 万円
減債基金 3,720 万円
その他の特定目的基金 9億 3,903 万円 国営大野川償還補助金積立基金など 13種
定額基金 1億　227 万円 土地開発基金

特別会計 特定目的基金 7,756 万円 簡易水道基金など５種
合　　　　　計 12億 6,078 万円

旧
竹
田
市

旧
荻
町

旧１市３町所有財産の現在高（平成 17年３月末現在）
財産の種類 財産現在高（旧竹田市） 財産現在高（旧荻町） 財産現在高（旧久住町） 財産現在高（旧直入町）

◇土　地 3,326,559 ㎡ 867,930 ㎡ 27,261,087 ㎡ 6,267,271 ㎡

うち山林 2,458,795 ㎡ 505,579 ㎡ 7,602,800 ㎡ 4,160,000 ㎡

うちその他 130,864 ㎡ 35,320 ㎡ 9,380,685 ㎡ 6,079,490 ㎡

◇建　物 104,390 ㎡ 27,255 ㎡ 50,785 ㎡ 27,368 ㎡

◇立　木 63,982 ㎥ 4,750 ㎥ 128,013 ㎥ 115,314 ㎥

◇車　両 70台 24台 41 台 40 台

旧
久
住
町

旧
直
入
町
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平成 16年度の主な普通建設事業
事　業　名　（旧竹田市分） 事　業　費

南部小学校校舎建設事業
総合運動公園建設事業
県営土地改良事業負担金（農道・基盤整備）
県営事業負担金（県道・急傾斜地）
街なみ環境整備事業
南部幼稚園園舎建設事業
電気通信格差是正事業
その他

6億 4,003 万円
2億 1,456 万円
1億 4,774 万円

9,880 万円
9,035 万円
5,859 万円
4,734 万円

8億 6,167 万円

合　　　　　　　計 21億 5,908 万円

事　業　名　（旧久住町分） 事　業　費

町道宮原米賀線道路改良事業
県営事業負担金（県道・中山間他）
経営構造対策事業
肉用牛生産効率化総合対策事業
グランドゴルフ場整備事業
合併処理浄化槽設置事業
観光案内板設置事業
その他

2億 6,112 万円
9,501 万円
8,100 万円
2,904 万円
2,393 万円
1,343 万円
518 万円

2億 5,942 万円

合　　　　　　　計 7億 6,813 万円

事　業　名　（旧 荻 町 分） 事　業　費

地方特定道路整備事業 ( 馬場恵良原線・日向石仏面線 )
県営事業負担金（荻西部地区農免・集落環境整備）
県単林道網掛線開設事業
旧農協会館改装工事(荻みらい館整備)
公営住宅建設事業
多目的グランド施設整備事業
経営構造対策事業 ( 堆肥センター )
その他

9,738 万円
5,433 万円
1,984 万円
1,910 万円
1,508 万円
1,418 万円
1,327 万円

1億 3,420 万円

合　　　　　　　計 3億 6,738 万円

事　業　名　（旧直入町分） 事　業　費

庁舎建設事業
農用地総合整備事業直入庄内区域
町道中央線改良事業
町道黒藪線改良事業
県営事業負担金（県道）
町道総合運動公園線改良事業
町道新田北向線改良事業
その他

1億 7,517 万円
1億 2,990 万円

8,265 万円
7,070 万円
3,350 万円
1,860 万円
1,460 万円

3億 7,299 万円

合　　　　　　　計 8億 9,811 万円

旧１市３町特別会計及び旧一部事務組合決算状況（平成 17年３月末現在）
　特別会計とは、一般会計に対し特定の歳入歳出を、一般の歳入歳出と区別して別個に処理するための会計です。旧
１市３町では、以下のような特別会計を有していましたが、新市では同じ内容の会計は一つに統合しています。
　また、旧１市３町で構成していた竹田直入広域連合などの一部事務組合は、市町合併により新竹田市がその事務事
業を引き継いでいます。

市町名 特　別　会　計　名 歳　入　額 歳　出　額 差　　　引

旧竹田市

国民健康保険特別会計 17億 1,481 万円 17億 8,159 万円 △ 6,678 万円
老人保健特別会計 30億 6,873 万円 31億 2,387 万円 △ 5,514 万円
簡易水道事業特別会計 2,332 万円 1,876 万円 456 万円
介護保険特別会計 17億 1,484 万円 16億 2,510 万円 8,974 万円
浄化槽整備推進事業特別会計 1億 5,404 万円 1億 9,538 万円 △ 4,134 万円
同和対策事業特別会計 316 万円 2,559 万円 △ 2,243 万円

旧 荻 町

国民健康保険特別会計 4億 2,287 万円 4億    843 万円 1,444 万円
老人保健特別会計 5億 7,117 万円 5億 9,078 万円 △ 1,961 万円
簡易水道事業特別会計 1億 1,725 万円 1億    913 万円 812 万円
介護保険特別会計 2億 8,759 万円 2億 6,230 万円 2,529 万円
農業集落排水事業特別会計 7,562 万円 7,443 万円 119 万円

旧久住町

国民健康保険特別会計 4億 9,788 万円 4億 8,806 万円 982 万円
老人保健特別会計 8億 5,647 万円 8億 4,164 万円 1,483 万円
簡易水道事業特別会計 6,780 万円 4,693 万円 2,087 万円
介護保険特別会計 3億 9,552 万円 3億 7,721 万円 1,831 万円
農業集落排水事業特別会計 4,885 万円 4,722 万円 163 万円
国民宿舎久住高原荘事業特別会計 5億 5,041 万円 4億 9,625 万円 5,416 万円

旧直入町

国民健康保険特別会計 3億 7,153 万円 3億 8,729 万円 △ 1,576 万円
老人保健特別会計 6億    576 万円 5億 9,892 万円 684 万円
簡易水道事業特別会計 1億 3,242 万円 1億 9,014 万円 △ 5,772 万円
介護保険特別会計 3億 2,973 万円 3億    541 万円 2,432 万円
国民宿舎直入荘事業特別会計 1億 2,147 万円 1億 1,563 万円 584 万円
畜産開発事業特別会計 1億 1,217 万円 1億 1,217 万円 -万円
長湯観光温泉施設等特別会計 1億    468 万円 1億　  61 万円 407 万円

旧竹田広域消防組合 8億 2,747 万円 8億 2,305 万円 442 万円
旧竹田直入広域連合 8億 8,498 万円 7億 7,816 万円 1億    682 万円
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旧１市３町の地方債現在高及び公債費比率（平成 17年３月末：普通会計ベース）
借　　入　　先 借入現在高（旧竹田市） 借入現在高（旧 荻 町） 借入現在高（旧久住町） 借入現在高（旧直入町）

財政融資資金
郵政公社資金
公営企業金融公庫
市中銀行
その他金融機関（JA等）
共済等
大分県振興資金等

34億 6,778 万円
31億 3,809 万円
3億 6,792 万円
9億　385 万円

-万円
4億 2,036 万円

-万円

20億 4,801 万円
5億 1,396 万円

8,540 万円
3億 6,344 万円
4億　314 万円
1億 1,611 万円
2億 7,459 万円

27億 1,594 万円
12億 6,685 万円
7億 3,652 万円
3億 5,742 万円
3億 2,255 万円

-万円
3億 2,042 万円

23億 7,710 万円
14億 6,340 万円
1億 4,701 万円
2億 5,881 万円
2億 9,601 万円

62万円
1,425 万円

合　　　計 82億 9,800 万円 38億　465 万円 57億 1,970 万円 45億 5,720 万円

公債費負担比率（％） 15.7 24.6 23.9 25.1

歳出総額に占める
公債費の割合（％）

10.5 19.8 17.8 16.4

　地方債は、臨時突発的に多額の出費を余儀なくされる場合や、将来の住民にも経費を分担させることが公平である場合な
ど、地方公共団体がその施策を進めるうえで必要となる借入金で、返済については毎年分割償還していきます。旧1市 3町
の平成16年度末までの地方債借入現在高（公営企業会計及び収益事業会計等を除く普通会計分）は上表のとおりです。地
方公共団体の財政力に応じた地方債の借入適否を示す指標として「公債費負担比率」がありますが、健全な財政運営を行う
ためには15％未満が望ましいとされています。因みに、県下都市の平均は17.7％、町村の平均は19.1％ととなっています。
　また、こうした地方債は主に政府資金（財務省財政融資資金や郵政公社簡保資金・郵貯資金）が活用されています。財
政融資資金は財投債の発行によって市場から調達され、簡保資金・郵貯資金は簡易生命保険や郵便貯金の積立金が運用さ
れています。

〔地方債を利用した平成 16年度の主な事業〕

旧竹田市
総合運動公園整備事業　陸上競技場
起債目的：過疎対策事業債
借入先：日本郵政公社　簡易生命保険資金

旧 荻 町
経営構造対策事業　堆肥センター
起債目的：過疎対策事業債
借入先：日本郵政公社　簡易生命保険資金

旧久住町
町道宮原米賀線道路改良事業
起債目的：過疎対策事業債他
借入先：日本郵政公社　簡易生命保険資金他

旧直入町
農用地総合整備事業直入庄内区域
起債目的：過疎対策事業債
借入先：日本郵政公社　簡易生命保険資金
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大分県地域振興事業調整費事業～平成16年度事業～
　大分県の「地域振興事業調整費」事業は、各地方振興局の管内で行われる事業に地域性や総合性を保つ
とともに、効率化、迅速化を図り、活力と個性に富んだ地域の構築を図ることを目的に実施されています。
　旧竹田市、旧荻町、旧直入町では昨年度、次の事業にこの調整費を活用しました。

事　　業　　名 総事業費 県　費 市　費 その他
（入館収入等） 事　業　の　内　容

竹田市スポーツ振興競
技用具等整備事業
（旧竹田市）

31,324 12,000 19,324
国体等の高いレベルの大会にも適合でき、安全性も考慮したソフトボ
ールフェンス等の整備及び飛田川グラウンドのトイレ整備に助成しまし
た。

地域文化保存伝承事業
（旧竹田市） 4,903 2,200 2,703

伝統芸能を後世に伝承していく動機付けとするとともに、多くの市民に民俗芸
能に対する関心や興味を高める契機とするため、地域社会でこれまで各々活動
してきた神楽・獅子・白熊を一堂に集めて「第１回民俗芸能大会」を開催しました。

佐藤義美生誕 100 年
記念事業
（旧竹田市）

6,194 2,640 3,399 155
竹田市出身の童謡・童話詩人「佐藤義美」先生の生誕 100 年を迎える年に当た
って、先生を顕彰するとともに、歴史を掘り下げながら童謡・童話の世界にふ
れあう機会を作り、童謡童話の里づくりを進めるため記念事業を開催しました。

荻町農産物加工所整備
事業
（旧荻町）

7,527 3,763 3,764 農産物加工活動の促進、加工グループの育成等のため加工所施設の増
設及び加工機器の整備に助成しました。

長湯温泉街（直入町中
心部）活性化調査事業
（旧直入町）

3,983 1,990 1,993
役場移転、バイパス一部開通（平成 18年全面開通）に伴い、直入町中心部として発展してきた長湯温泉街を取り巻
く環境が一変することから、旧直入町役場跡地の活用、中心部を通る県道庄内久住線の再整備（観光散策道として）、
長湯温泉地と直入町内に点在する観光地の連携を軸に、長湯温泉街・直入町中心部活性化調査事業を行いました。

長湯温泉療養地づくり
推進事業（旧直入町） 6,450 3,200 3,250

日本一の炭酸泉・長湯温泉を活かした地域づくりの推進、地域経済の活性化のため、「温
泉百科本」（入浴パンフ）、長湯温泉ベラーター（人材育成）、ドイツ交流 15周年記念事
業「炭酸泉と健康フォーラム」を開催しました。

（単位：千円）

　国の平成 16年度予算は、「改革なくして成長なし」、「民間にできることは民間に」、「地方にできることは地方に」と
いう理念の下、「改革断行予算」という基本路線で、「聖域なき構造改革」を推進しようとする、地方にとっては大変厳
しいものとなりました。中でも三位一体の改革は、国庫補助負担金の整理合理化及び地方交付税の縮減が直接地方財政
に影響を及ぼし、大幅な歳出削減を迫られました。
　今回、平成 16年度旧 1市 3町の財政事情（決算）をお知らせしますが、このように国の施策とする行財政改革が強
く押し進められ、地方税の減収や地方交付税の縮減など厳しい財政状況にある中で、旧 1市 3町とも新市発足に向け、
市民サービスが滞ることなく円滑に提供されるよう努力してまいりました。
　多くの課題を乗り越え、新しい竹田市が発足した今、多くの方々から新竹田市の飛躍が期待されています。大きな発
展を遂げるためには、市民の皆さんと行政が一体となり、揺るぎない行財政基盤を構築し、「強い竹田市」づくりを進
めていかなければなりません。新竹田市の行財政運営に、今後とも市民の皆様のご理解、ご協力をお願いします。
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団
分
団
長
）

　

昭
和
24
年
に
宮
砥
村
消
防
団
に

入
団
以
降
、
昭
和
62
年
に
退
団
さ

れ
る
ま
で
、
地
域
の
防
災
活
動
に

努
め
ら
れ
ま
し
た
。

瑞
宝
単
光
章
（
矯
正
業
務
功
労
）

山
香
英ひ

で
ま
ろ麿

さ
ん
（
馬
場
）

　
　
　
（
元
大
分
少
年
院
専
門
官
）

　

昭
和
33
年
に
法
務
教
官
と
し
て

法
務
省
に
入
省
、
三
重
、
中
津
等

の
少
年
院
に
勤
め
、
少
年
の
矯
正

教
育
に
努
め
ら
れ
ま
し
た
。

第
５
回
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

瑞
宝
双
光
章
（
警
察
功
労
）

河
野
智ち

あ
き明

さ
ん（
神
川
）（
元
警
視
正
）

　

昭
和
23
年
に
警
察
学
校
に
入

学
、
昭
和
60
年
に
臼
杵
警
察
署
長

と
し
て
退
職
す
る
ま
で
、
警
察
業

務
に
努
め
ら
れ
ま
し
た
。

 

平
成　

年
秋
の
褒
章

黄
綬
褒
章（
業
務
精
励〔
農
林
業
〕）

佐
藤
藤
夫
さ
ん
（
桜
町
東
）

　

40
年
以
上
農
林
業
に
係
わ
り
、３

回
農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞
す
る

等
、
椎
茸
の
品
質
向
上
と
Ｐ
Ｒ
に

貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

厚
生
労
働
大
臣
表
彰

志
賀
耕
二
さ
ん
（
慶
順
町
）

　
　
　
　
　
　
（
志
賀
医
院
院
長
）

　

昭
和
58
年
か
ら
旧
竹
田
市
及
び

竹
田
市
の
国
民
健
康
保
険
運
営
協

議
会
の
医
師
・
薬
剤
師
代
表
委
員

を
務
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

吉
岡
曉と

し
す
け督

さ
ん
（
三
砂
）

　
　
　
（
㈳
偕
倖
社
総
合
施
設
長
）

　

昭
和
51
年
、
社
会
福
祉
法
人
偕

倖
社
に
入
社
後
、
長
き
に
わ
た
り

地
域
福
祉
の
向
上
に
努
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

 

農
林
水
産
大
臣
表
彰

後
藤
誠
一
さ
ん
（
上
畑
）

　

長
年
に
わ
た
り
農
林
統
計
調
査

に
協
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

第　

回
衛
生
教
育
奨
励
賞

直
入
愛
育
会
（
竹
田
市
）

　

緑
黄
色
大
作
戦
（
緑
黄
色
野
菜

摂
取
推
進
運
動
）
活
動
に
取
り
組

み
、
地
域
の
衛
生
教
育
の
奨
励
に

貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

1717

38



広報たけた 平成17年12月号 12

　

11
月
18
日
か
ら
20
日
に
か
け

て
、
竹
田
地
区
の
歴
史
の
道
周
辺

を
中
心
に
今
年
で
５
回
目
を
迎
え

た
「
竹
楽
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

十
六
羅
漢
や
武
家
屋
敷

通
り
を
始
め
市
街
地
に
は
約

２
０
、０
０
０
本
の
竹
灯
籠
が
並

べ
ら
れ
、
多
く
の
観
光
客
の
目
を

楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

竹
田
市
観
光
協
会
（
菅
謹
一
郎
会

長
）
が
、
竹
楽
の
他
、
様
々
な
イ

ベ
ン
ト
や
里
山
保
全
の
取
り
組
み

を
評
価
さ
れ
、
国
土
交
通
省
と
全

国
地
域
づ
く
り
推
進
協
議
会
の
地

域
づ
く
り
表
彰
で
県
内
初
の
国
土

交
通
大
臣
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

第5回竹
ち く ら く

楽開催
竹田市観光協会、国土交通大臣賞受賞!

竹灯籠の灯が照らす武家屋敷通り

↑観光客で賑わう古町商店街↑豊音寺での里山コンサート↑国土交通大臣賞受賞おめでとうございます。

　

11
月
５
日
に
九
重
野
in
緩
木
森

林
公
園
祭
り
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
町
と
村
の
交
流
を
目
的
と
し

た
こ
の
お
祭
り
で
は
、
大
分
市
等

か
ら
ツ
ア
ー
を
招
き
、
様
々
な
イ

ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
名
物
の
長
さ
50 
㍍
の
ジ
ャ
ン

ボ
巻
き
寿
司
作
り
に
は
広
瀬
勝
貞

大
分
県
知
事
を
始
め
約
１
０
０
人

の
人
が
挑
戦
し
て
い
ま
し
た
。

知事も来た緩木の祭り
　

ふ
る
さ
と
を
楽
し
む
地
域
お
こ

し
の
イ
ベ
ン
ト
が
、
竹
田
、
荻
、

直
入
地
域
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
11
月
３
日
に
竹
田
地
区

で
奥
豊
後
ふ
れ
あ
い
祭
が
開
催
さ

れ
、
民
謡
の
舞
台
や
高
校
生
が
飛

び
入
り
参
加
し
た
丸
太
切
り
大
会

等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

６
日
に
は
第
26
回
荻
ふ
る
さ
と

祭
り
が
荻
福
祉
健
康
エ
リ
ア
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
あ
い
に
く
の
大

雨
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
が
、
ジ
ャ

ズ
コ
ン
サ
ー
ト
や
地
域
内
企
業
の

製
品
即
売
会
等
が
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

13
日
に
は
第
29
回
直
入
地
域
ふ

る
さ
と
振
興
祭
が
直
入
総
合
支
所

イ
ベ
ン
ト
広
場
で
開
催
さ
れ
、
直

入
牛
の
焼
き
肉
や
露
店
が
並
ぶ

中
、「
カ
ボ
た
ん
」
も
登
場
し
て

子
ど
も
た
ち
の
喜
ぶ
声
が
聞
こ
え

て
き
ま
し
た
。

ふるさとを楽しもう
↑雨でも焼き肉はおいしいよ↑手話で歌いましょう ↑ずらり並んで、今から巻きます
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第66回 大分県畜産共進会
　

10
月
29
日
か
ら
30
日
に
か
け

て
、
第
66
回
大
分
県
畜
産
共
進
会

（
肉
用
牛
の
部
）
が
別
府
市
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

竹
田
市
か
ら
は
、
竹
田
市
畜
産

品
評
会
で
優
勝
し
た
と
し
ゆ
き
27

号
（
河
野
達
雄
）
他
が
参
加
、
第

２
区
で
て
る
み
号
（
佐
藤
忠
直
）、

い
と
か
つ
号
（
大
塚
興
忠
）、
第

３
区
で
と
し
ゆ
き
27
号
が
名
誉

賞
・
最
優
秀
賞
と
い
う
優
秀
な
成

績
を
収
め
ま
し
た
。

湿
原
を
守
る

　

思
い
を
強
く

　

く
じ
ゅ
う
山
系
の
坊
ガ
ツ
ル
湿

原
と
タ
デ
原
湿
原
（
九
重
町
）
が
、

11
月
８
日
に
ウ
ガ
ン
ダ
共
和
国
で

開
催
さ
れ
た
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
第

９
回
締
約
国
会
議
の
中
で
「
く
じ

ゅ
う
坊
ガ
ツ
ル
・
タ
デ
原
湿
原
」

と
し
て
国
際
的
に
重
要
な
湿
地
に

登
録
さ
れ
ま
し
た
。

　

19
日
に
は
登
録
記
念
式
典
が
九

重
町
で
開
催
さ
れ
、
環
境
庁
か
ら

大
分
県
、
竹
田
市
に
登
録
認
定
証

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

↑登録認定証を受け取る牧市長

↑講演を行う嶋田祐雄九重
　の自然を守る会会長

モンゴルからの客人

　

10
月
27
日
か
ら
28
日
に
か
け

て
、
モ
ン
ゴ
ル
国
ド
ル
ノ
ゴ
ビ
県

知
事
バ
ッ
ト
ソ
ー
リ
氏
ら
が
、
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
の
支
援
事
業
に
よ
り
、
久

住
畜
産
セ
ン
タ
ー
、
子
牛
共
同
育

成
施
設
「
キ
ャ
ト
ル
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
」、
搾
乳
ロ
ボ
ッ
ト
施
設
「（
有
）

は
み
ん
ぐ
ま
む
」
等
の
視
察
の
た

め
竹
田
市
を
訪
れ
ま
し
た
。

競うは全国! 久住中

　

久
住
中
学
校
陸
上
部
は
、
11
月

12
〜
13
日
に
宇
佐
市
で
開
催
さ
れ

た
大
分
県
中
学
校
駅
伝
競
走
大
会

で
男
子
優
勝
、
女
子
準
優
勝
を
果

た
し
、
九
州
大
会
（
男
女
・
12
月

２
〜
３
日
沖
縄
県
）、
全
国
大
会

（
男
子
・
12
月
17
〜
18
日
千
葉
県
）

に
出
場
し
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん

の
応
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

大
蛇
伝
説
の
地
に
て

　

穴
森
神
社
三
百
年
祭

　

祖
母
山
麓
の
ふ
も
と
、
豊
後
の

国
の
武
将
緒
方
三
郎
惟
栄
の
出
自

に
ま
つ
わ
る
大
蛇
伝
説
が
平
家
物

語
に
記
さ
れ
た
神
原
穴
森
神
社
で

11
月
６
日
に
三
百
年
祭
が
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

穴
森
神
社
で
は
門
外
不
出
の
宝

物
が
公
開
さ
れ
た
他
、
地
元
の
神

楽
や
椎
茸
と
魚
の
つ
か
み
取
り
、

山
と
海
の
幸
の
即
売
会
が
開
か
れ

る
等
の
催
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

前
日
の
５
日
に
は
前
夜
祭
と
し

て
あ
祖
母
学
舎
で
緒
方
三
郎
に
ま

つ
わ
る
講
演
会
と
、
清
川
町
の
劇

団
「
清せ

い
げ
き劇

う
た
ひ
め
」
に
よ
る
大

蛇
伝
説
を
題
材
と
し
た
演
劇
が
披

露
さ
れ
、
緩
木
森
林
公
園
祭
り
か

ら
足
を
伸
ば
し
た
広
瀬
県
知
事
も

観
賞
し
て
い
ま
し
た
。

↑公開された穴森神社の宝物

↑バ市のメロート市長に姫だるまを手渡す牧市長

直入・竹田・そしてドイツと
　９月 29 日から 10 月７日にかけて、
牧市長と児玉市議会議長、伊藤前直
入町長夫妻が旧直入町の友好都市バー
トクロツィンゲン市の記念式典に招か
れ、併せて旧竹田市と交流のあったラ
イプツィヒ市を表敬訪問するためドイ
ツを訪れました。牧市長は、記念式典
の中でお祝いのあいさつを述べる等、
ドイツとの絆を深めていました。
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地域の課題を
話し合います

地域審議会開催

　

地
域
審
議
会
は
、
合
併
に
よ
っ
て
市
民

の
意
見
が
市
の
施
策
に
反
映
さ
れ
に
く
く

な
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
市
町
村
の
合

併
の
特
例
に
関
す
る
法
律
（
合
併
特
例
法
）

第
５
条
の
４
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
、
旧

市
町
の
区
域
に
か
か
る
事
務
等
に
関
し
て

市
長
の
諮
問
に
応
じ
て
審
議
し
、
又
は
必

要
と
認
め
る
事
項
に
つ
き
市
長
に
意
見
を

述
べ
る
た
め
に
創
設
さ
れ
る
組
織
で
す
。

　

委
員
は
、
①
市
議
会
の
議
員
、
②
公
共

的
団
体
等
を
代
表
す
る
者
、
③
識
見
を
有

す
る
者
、
④
公
募
に
よ
る
者
20
人
以
内
か

ら
構
成
さ
れ
て
い
て
、
任
期
は
２
年
で
す
。

　

平
成
17
年
度
は
、
12
月
中
に
第
２
回
目

の
地
域
審
議
会
を
開
催
し
、
基
本
構
想
、

基
本
計
画
の
素
案
を
説
明
し
、
１
月
に
諮

問
、
２
月
に
答
申
と
い
う
こ
と
で
計
４
回

の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
地
域
審
議
会
は
合
併
の
日
か
ら

平
成
27
年
３
月
31
日
ま
で
10
年
間
の
設
置

と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ

　

企
画
情
報
課

　

又
は
各
総
合
支
所
地
域
振
興
課

　

竹
田
市
で
は
、
厳
し
さ
の
増
す
財
政
状
況

を
改
善
す
る
た
め
、
平
成
17
〜
21
年
を
計
画

期
間
と
す
る
集
中
改
革
プ
ラ
ン
、「
竹
田
市
行

財
政
改
革
大
綱
」、「
竹
田
市
行
財
政
改
革
実

施
計
画
書
」
を
策
定
し
、
行
財
政
改
革
を
着

実
に
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

行
財
政
改
革
推
進
委
員
会

　

８
人
の
市
民
代
表
に
よ
る
「
竹
田
市
行
財

政
推
進
委
員
会
」
を
設
置
し
、
行
財
政
改
革

に
つ
い
て
ご
提
言
を
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

行
革
の
推
進
状
況
に
つ
い
て
の
進
行
管
理
を

お
願
い
し
ま
す
。
10
月
17
日
、11
月
21
日
に
は
、

第
１
・
２
回
行
財
政
改
革
推
進
委
員
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

行
財
政
改
革
推
進
本
部

　

こ
の
行
政
改
革
に
市
を
挙
げ
て
取
り
組
む

た
め
、
本
部
長
を
市
長
、
副
本
部
長
を
助
役
、

教
育
長
と
し
、
実
効
あ
る
行
財
政
改
革
に
取

り
組
み
ま
す
。

具
体
的
な
取
り
組
み

○
民
間
委
託
等(

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
制

度
へ
の
移
行
を
含
む)

の
推
進
を
図
り
、
併
せ

て
施
設
運
営
の
改
善
を
図
り
ま
す
。

○
行
政
サ
ー
ビ
ス
と
職
員
体
制
を
見
直
し
、

ス
リ
ム
で
効
率
的
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
を

目
指
し
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
行
財
政
改
革
の
必
要
性
に
つ
い

て
職
員
の
意
識
改
革
を
図
り
、
一
丸
と
な
っ

て
取
り
組
む
体
制
を
つ
く
る
と
と
も
に
、
市

民
の
皆
さ
ん
の
理
解
と
協
力
を
得
る
た
め
の

環
境
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ

　

総
務
課
行
政
改
革
推
進
室

　

10
月
31
日
、
竹
田
市
役
所
本
庁
舎
で
開

催
さ
れ
た
第
１
回
竹
田
地
区
地
域
審
議
会

を
皮
切
り
に
、
荻
地
区
、
久
住
地
区
、
直

入
地
区
に
そ
れ
ぞ
れ
地
域
審
議
会
が
創
設

さ
れ
ま
し
た
。

第１回地域審議会

10 月 31 日
　　　　竹田地区開催

11月 1 日
　　　　直入地区開催

11月 10日
　　　　久住地区開催

11月 18日
　　　　　 荻地区開催

↑第 1回竹田地区地域審議会

↑第 1回行財政改革推進委員会

次の世代に
　憂いを残さないために
　美しい竹田市を残すために

行財政改革を推進します

●
お
問
い
合
せ

　

健
康
増
進
課
管
理
係

　

☎
63‒

４
８
１
０
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つれづれ
　   えっせい

③

　

２
０
０
５
年
、
５
か
国
を
駆

け
巡
り
ワ
ー
ル
ド
ツ
ア
ー
を
行

っ
て
き
た
私
た
ち
Ｔ
Ａ
Ｏ
は
、

様
々
な
感
動
と
刺
激
に
出
会
い
、

幾
度
と
な
く
心
と
体
を
震
わ
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
新
し
い
音

楽
を
常
に
生
み
出
し
て
い
か
な

く
て
は
な
ら
な
い
私
た
ち
に
と

っ
て
何
よ
り
の
経
験
で
あ
っ
た

と
同
時
に
、
こ
の
広
い
世
界
に

生
き
る
一
人
の
人
間
と
し
て
の

自
分
を
、
見
つ
め
直
す
こ
と
が

で
き
た
時
間
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

今
思
い
出
し
て
も
鮮
明
に
そ

の
想
い
が
甦
っ
て
く
る
あ
の
貴

重
な
経
験
の
数
々
…
例
え
ば
ニ

ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
原
住
民
の

マ
オ
リ
族
が
行
っ
て
く
れ
た
歓

迎
の
儀
式
。
体
の
奥
に
潜
む
生

命
力
が
発
す
る
本
能
の
声
の
響

き
は
、
今
で
も
凄
ま
じ
い
も
の

を
肌
に
覚
え
て
い
ま
す
。
そ
し

て
三
大
宗
教
の
聖
地
エ
ル
サ
レ

ム
が
あ
る
イ
ス
ラ
エ
ル
で
は
、

聖
地
に
流
れ
る
コ
ー
ラ
ン
の
旋

律
に
酔
い
し
れ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
イ
ギ
リ
ス
、
オ
ラ

ン
ダ
、
ベ
ル
ギ
ー
で
も
数
々
の

経
験
を
重
ね
ま
し
た
。
こ
の
経

験
を
大
い
に
活
か
し
、
年
末
に

行
う
竹
田
文
化
会
館
で
の
凱
旋

公
演
で
は
今
年
の
集
大
成
と
し

て
感
動
の
舞
台
を
飾
る
た
め
、

日
々
舞
台
製
作
に
励
ん
で
い
ま

す
。
楽
し
み
に
し
て
い
て
く
だ

さ
い
。   

（
Ｔ
Ａ
Ｏ
メ
ン
バ
ー
滝　

良
平
）

「久住で今、旅した国を振り返る」

第 3回T
た お

AO.
どっと

コ
こ ら む

ラム

  

地
域
と
地
区

　

現
在
、
竹
田
市
の
公
文
書
で
場

所
を
表
記
す
る
時
、旧
市
町
を
「
地

域
」、
旧
竹
田
市
で
の
旧
々
町
村

（
※
）
と
旧
荻
町
、
久
住
町
、
直

入
町
の
大
字
を
「
地
区
」
と
し
て

表
し
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、「
竹
田
地
域
竹
田
地

区
」
は
「
旧
竹
田
市
の
旧
々
竹
田

町
」
の
こ
と
で
す
し
、「
久
住
地

域
久
住
地
区
」
は
「
旧
久
住
町
の

大
字
久
住
」
の
こ
と
で
す
。

　

な
お
、
自
治
会
等
の
表
記
は
９
、

10
月
号
に
掲
載
し
ま
し
た
「
な
ん

ち
読
む
ん
？
竹
田
」
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

※
旧
竹
田
市
の
旧
々
町
村
…
昭
和

　

28
年
の
大
合
併
で
旧
竹
田
市
に

　

合
併
し
た
12
町
村
の
こ
と
。

サフラン栽培の祖　吉良文平

　

竹
田
市
特
産
の
サ
フ
ラ
ン

は
、
竹
田
市
玉
来
の
吉
良
文
平

が
１
９
０
３
（
明
治
36
）
年
に

神
奈
川
県
の
人
か
ら
球
根
を
分

け
て
も
ら
い
栽
培
し
た
の
が
始

ま
り
で
す
。

　

原
産
地
が
地
中
海
沿
岸
地
方

の
サ
フ
ラ
ン
は
国
内
で
の
栽
培

が
難
し
く
、
試
行
錯
誤
の
末
、

水
田
栽
培
を
定
着
さ
せ
ま
し

た
。

　

当
時
は
、
栽
培
奨
励
補
助
金

制
度
が
な
く
、
タ
バ
コ
に
似
た

「
ナ
ガ
ハ
ナ
タ
バ
コ
」
の
種
子

を
狐こ

う
と
う
さ
ま

頭
様
の
大
祭
で
売
り
栽
培

資
金
に
す
る
等
、
資
金
に
は
大

変
苦
労
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

進
歩
的
で
明
る
い
性
格
か
ら
、

栽
培
の
目
途
が
つ
く
と
サ
フ
ラ

ン
栽
培
を
農
家
に
呼
び
か
け
産

地
形
成
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
栽
培
の
有
利
を
説
く

た
め
、
自
ら
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

作
成
し
て
、
Ｐ
Ｒ
活
動
も
行
い

ま
し
た
。

　

栽
培
が
軌
道
に
乗
る
と
、
余

暇
を
楽
し
む
た
め
邸
内
に
楽
進

（
心
）
亭
を
建
て
、
農
閑
期
に

は
豊
楽
を
催
し
無
料
公
開
を
し

ま
し
た
。

　

今
日
、
国
内
産
サ
フ
ラ
ン
の

８
割
が
竹
田
で
収
穫
さ
れ
、
医

薬
品
、
料
理
、
染
料
、
化
粧
品

等
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
大

学
の
研
究
で
、
ク
ロ
シ
ン
と
い

う
物
質
が
ア
ル
コ
ー
ル
性
脳
障

害
や
不
眠
症
を
改
善
し
て
脳

を
活
性
化
さ
せ
る
こ
と
が
わ
か

り
、
期
待
の
大
き
い
作
目
と
し

て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
本
田
耕
一
） ↑楽進（心）亭の門

↑文平のパンフレット



広報たけた 平成17年12月号 16

保健だより
竹 田 市 健 康 増 進 課　☎63-4810
荻総合支所保健福祉課　☎68-2214
久住総合支所保健福祉課　☎76-1419
直入総合支所保健福祉課　☎75-2142

今月は
私たちが
お知らせ

します

 

竹
田
市
総
合
健
診
結
果
報
告

　

今
月
は
、
平
成
17
年
度
竹
田
市

総
合
健
診
（
７
月
〜
９
月
実
施
）

の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

 

上
手
に
お
酒
と
つ
き
合
お
う

　

12
月
に
入
り
、
忘
年
会
シ
ー

ズ
ン
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
お
酒

を
飲
む
機
会
が
多
い
の
が
こ
の
季

節
で
す
。
つ
い
つ
い
度
を
越
し
た

り
、
二
日
酔
い
に
な
っ
た
り
と
お
酒

に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
が
増
え
が
ち
で

す
。
少
し
で
も
肝
臓
に
負
担
が
少

な
く
、
健
康
的
に
楽
し
く
お
酒
を

飲
ん
で
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

 
健
康
的
な
飲
み
方

★
空
腹
時
に
本
格
的
に
飲
ま
な
い

　

空
腹
時
に
飲
む
と
、
ア
ル
コ
ー

　

ル
が
ス
ト
レ
ー
ト
に
吸
収
さ
れ
、

　

酔
い
が
早
く
回
り
ま
す
。
ま
た
、

　

胃
や
腸
の
粘
膜
へ
の
負
担
が
大

　

き
く
な
り
ま
す
。
牛
乳
や
乳
製

　

品
を
飲
む
前
に
摂
っ
て
お
く
と

　

よ
い
で
し
ょ
う
。

★
食
べ
な
が
ら
飲
む

　

ア
ル
コ
ー
ル
は
肝
臓
で
分
解
さ

　

れ
ま
す
。
肝
臓
は
ア
ル
コ
ー
ル

　

を
分
解
す
る
の
に
ビ
タ
ミ
ン
や

　

蛋
白
質
を
必
要
と
し
ま
す
。
そ

　

れ
ら
が
豊
富
に
含
ま
れ
て
い
る

　

つ
ま
み
を
一
緒
に
食
べ
る
と
よ

　

い
で
し
ょ
う
。

★
週
に
１
〜
２
日
は
休
肝
日
を

 

ツ
ツ
ガ
ム
シ
病
に
ご
注
意

　

ツ
ツ
ガ
ム
シ
病
は
、
ダ
ニ
の
一

種
で
あ
る
ツ
ツ
ガ
ム
シ
の
幼
虫
に

刺
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
起
こ
る

病
気
で
す
。
か
つ
て
は
秋
田
、
山

形
、
新
潟
県
等
の
河
川
流
域
を
中

心
に
夏
期
に
発
生
す
る
風
土
病
と

し
て
知
ら
れ
、
致
死
率
30
％
と
非

常
に
恐
れ
ら
れ
て
い
た
病
気
で
し

た
が
、
現
在
は
、
ツ
ツ
ガ
ム
シ
病

に
有
効
な
抗
生
物
質
が
あ
り
、
早

期
発
見
し
適
切
な
治
療
を
行
え
ば

回
復
し
、
重
篤
な
症
状
に
至
ら
な

く
な
り
ま
し
た
。

　

大
分
県
に
お
い
て
は
１
９
７
１

年
に
初
め
て
患
者
の
発
生
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。
秋
か
ら
冬
に
か
け

て
発
生
し
ま
す
が
、
特
に
11
月
、

12
月
に
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

山
林
・
草
地
等
に
で
き
る
だ
け
立

ち
入
ら
な
い
よ
う
に
し
、
や
む
を

得
ず
立
ち
入
る
場
合
は
次
の
注
意

事
項
を
厳
守
し
て
く
だ
さ
い
。

①
長
袖
の
上
着
、
長
ズ
ボ
ン
、
長

　

グ
ツ
、
手
袋
等
を
着
用
し
素
肌

　

の
露
出
を
避
け
る
こ
と
。

②
む
や
み
に
腰
を
お
ろ
し
た
り
寝

　

こ
ろ
ん
だ
り
し
な
い
こ
と
。

③
立
ち
入
っ
た
後
は
必
ず
入
浴
し
、

　　
ツ
ツ
ガ
ム
シ
の
付
着
の
可
能
性

　

を
考
慮
し
て
、
入
念
な
洗
浄
を

　

行
う
こ
と
。

④
１
〜
２
週
間
後
に
発
熱
、
発
疹
、

　

リ
ン
パ
節
の
腫
脹
等
の
症
状
が

　

現
れ
た
場
合
は
、
す
み
や
か
に

　

医
療
機
関
で
受
診
し
、
感
染
の

　

お
そ
れ
が
あ
る
場
所
に
立
ち
入

　

っ
た
こ
と
を
申
し
出
る
こ
と
。

※
ツ
ツ
ガ
ム
シ
病
の
他
、
感
染
症

　

情
報
等
に
つ
い
て
は
、
大
分
県

　

衛
生
環
境
研
究
セ
ン
タ
ー
の
ホ

　

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

U
RL http://w

w
w
.pref.oita.jp/

13002/index.htm
l

訂
正
：
11
月
号
の
当
コ
ー
ナ
ー
で
今
上

天
皇
の
生
年
を
昭
和
９
年
と
掲
載
し
ま

し
た
が
、
正
し
く
は
昭
和
８
年
で
す
。

訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま
す
。

↑児玉寛子　　　　　工藤美紀

ビール 中瓶１本

酒 １合

ウイスキー ダブル１杯

焼酎 0.5 合

ワイン ２杯

1 日の適正飲酒量

総コレステロール 血　圧 基本健診指導区分

糖尿病

異常なし
4.9％

異常なし
37.8％異常なし

57.9％

異常なし
78.1％

正常高値
21.2％

要指導
46.4％

要医療
48.7％

軽症高血圧
33.7％

中等度高血圧
6.4％

重症高血圧
6.4％

要医療
7.1％

要指導(b)
16.1％

要指導 (a)
16.1％

要医療
8.2％

要指導
13.7％
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先
月
号
に
続
き
、
ア
ル
コ
ー

ル
の
話
を
も
う
少
し
。

　

ア
ル
コ
ー
ル
を
長
期
間
大
量

に
飲
ん
で
い
る
と
肝
臓
が
傷
つ

け
ら
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
の

人
が
知
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

血
液
検
査
等
で
肝
機
能
異
常
を

指
摘
さ
れ
る
と
一
時
的
に
ア
ル
コ

ー
ル
を
控
え
、
肝
機
能
が
正
常

化
す
る
と
ま
た
飲
み
始
め
る
と

い
う
パ
タ
ー
ン
を
繰
り
返
し
て

い
る
人
も
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

そ
う
し
て
い
る
と
ど
ん
ど
ん
肝

臓
は
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
ま
す
。

　

肝
臓
に
脂
肪
が
貯
ま
り
す
ぎ

る
と
脂
肪
肝
に
な
り
ま
す
。
脂

肪
肝
は
治
り
ま
す
が
、
障
害
が

進
ん
で
肝
硬
変
に
な
っ
て
し
ま

う
と
完
治
す
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
肝
臓
だ
け
で
な

く
膵す

い
ぞ
う臓

や
脳
神
経
も
ア
ル
コ

ー
ル
に
よ
っ
て
傷
つ
け
ら
れ
ま

す
。
膵
臓
の
機
能
が
低
下
す
る

と
糖
尿
病
に
な
り
ま
す
し
、
ア

ル
コ
ー
ル
や
そ
の
分
解
産
物
で

あ
る
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
の
神

経
細
胞
に
対
す
る
毒
性
に
よ
っ

て
脳
が
障
害
を
受
け
る
と
、
手

の
震
え
や
健
忘
症
状
が
出
て
き

ま
す
。
高
血
圧
に
な
っ
て
二
次

的
に
心
臓
の
機
能
が
傷
つ
け
ら

れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

な
に
よ
り
、
依
存
症
に
な
っ

て
し
ま
う
と
簡
単
に
は
や
め
ら

れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
大

変
で
す
。
断
酒
会
と
い
う
組
織

も
あ
り
ま
す
が
依
存
症
は
な
か

な
か
克
服
で
き
ま
せ
ん
。

　

依
存
症
で
は
社
会
的
に
も
大

き
な
問
題
と
な
り
ま
す
。
家
庭

内
暴
力
（
Ｄ
Ｖ
）
で
の
離
婚
や
職

場
で
の
生
産
性
低
下
に
よ
る
失

職
等
、
人
生
を
棒
に
振
る
こ
と

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
現
在
、

日
本
に
は
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症

の
患
者
さ
ん
が
約
２
２
０
万
人

い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
酒

を
飲
ん
で
い
て
記
憶
が
な
く
な

っ
た
り
、
友
人
や
上
司
に
注
意

さ
れ
始
め
た
ら
依
存
症
の
徴
候

と
考
え
る
べ
き
で
す
。 

　

飲
み
過
ぎ
て
も
良
い
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
年
末
年
始
は
飲

酒
の
機
会
が
増
え
る
こ
と
と
思

い
ま
す
。
楽
し
く
飲
む
こ
と
も

大
事
で
す
が
自
分
の
適
量
を
知

り
、
決
し
て
飲
み
す
ぎ
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

（
竹
田
医
師
会
病
院
副
院
長

　
　

整
形
外
科　

大
多
和　

聡
）

ア
ル
コ
ー
ル
②　
竹
田
医
師
会
病
院
か
ら〈
９
〉

　
「
第
３
期
介
護
保
険
事
業
計
画

等
策
定
の
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
」
の
実
施
に
つ
き
ま
し
て
は
、

多
く
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
月
は
、
集
計
の
結
果
を
抜
粋

し
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

 

一
般
の
高
齢
者
を
対
象
に  

　
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

　

介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
65

歳
以
上
の
高
齢
者
５
９
８
人
に
配

布
し
、
３
８
０
人
の
回
答
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
９
割
弱
の
人
が
自

ら
記
入
を
す
る
等
、
竹
田
市
の
高

齢
者
の
自
立
し
た
様
子
や
、
制
度

に
対
す
る
関
心
の
高
さ
が
う
か
が

え
る
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
回

収
率
63
・
５
％
）

■「
今
後
利
用
す
る
可
能
性
が
高
い

と
考
え
る
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
」

で
は
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
、
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
・
福
祉
用
具
（
購
入
・

貸
与
）、
住
宅
改
修
の
順
に
多
く
、

「
介
護
保
険
外
で
必
要
と
考
え
る

サ
ー
ビ
ス
」
の
う
ち
、「
緊
急
時

や
困
っ
た
時
に
駆
け
つ
け
る
サ
ー

ビ
ス
」
を
全
体
の
６
割
弱
の
人
が

「
必
要
」
と
回
答
し
、「
い
ろ
い
ろ

な
人
と
ふ
れ
あ
う
機
会
を
提
供
す

る
サ
ー
ビ
ス
」、「
外
出
時
の
送
迎

サ
ー
ビ
ス
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
３
割

以
上
の
人
が
「
必
要
」
と
回
答
し

て
い
ま
す
。

　
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
人
を

　
対
象
に
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

　

認
定
者
３
７
７
人
に
配
布

し
、
１
９
３
人
の
回
答
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。（
回
収
率
51
・
２
％
）

■
要
支
援
か
ら
要
介
護
３
の
人
の

「
介
護
を
必
要
と
し
た
原
因
」
で
、

最
も
多
い
の
が
「
肩
・
腰
・
膝
の

痛
み
」
で
、
要
支
援
の
人
で
は
全

体
の
５
割
を
占
め
て
い
ま
す
。
要

介
護
４
・
要
介
護
５
の
人
は
、「
脳

卒
中
」
が
最
多
で
し
た
。

■
「
現
在
利
用
し
て
い
る
サ
ー
ビ

ス
」
で
は
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
福

祉
用
具
貸
与
、
通
所
リ
ハ
ビ
リ
、

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
順
に
多
く
、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
割
合
が

最
も
多
い
要
支
援
の
人
で
は
、
約

６
割
が
利
用
し
て
い
ま
し
た
。

■
介
護
サ
ー
ビ
ス
や
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
の
対
応
に
対
す
る
満
足
度

に
つ
い
て
は
、約
８
割
の
人
が
「
満

足
」
と
回
答
し
て
い
ま
す
。

■
要
介
護
２
以
上
の
回
答
者

１
０
６
人
の
う
ち
、「
介
護
者
な

し
」
と
回
答
し
た
の
は
１
人
で
あ

り
、
要
介
護
２
以
上
の
人
に
と
っ

て
、
ひ
と
り
暮
ら
し
が
困
難
で
あ

る
現
状
を
示
す
結
果
と
な
っ
て
い

ま
す
。

■
「
介
護
者
の
現
在
の
状
況
」
で

は
、
要
介
護
３
以
上
の
人
を
介
護

し
て
い
る
人
の
16
・
５
％
が
「
限

界
に
近
い
」
と
回
答
し
、
６
・
３

％
の
人
が
「
限
界
を
超
え
て
い
る
」

と
回
答
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
こ
れ
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
の
結
果
を
ふ
ま
え
、
計
画
策
定

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

 

詩
・
俳
句
・
短
歌
を
募
集
中
！

テ
ー
マ　
「
自
分
ら
し
く
生
き
る
」

　

又
は
「
幸
せ
を
感
じ
る
時
」

※
平
成
18
年
１
月
14
日
㈯
に
竹
田

　

市
介
護
支
援
専
門
員
協
議
会
の

　

主
催
で
開
催
す
る
「
介
護
予
防

　

啓
発
講
座（
竹
田
市
文
化
会
館
）」

　

で
展
示
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ　

保
険
課
介
護
係

　

☎
63‒

１
１
１
１

　
（
内
線
１
３
２
・
１
３
８
）



広報たけた 平成17年12月号 18

みんなの
　　ひろば

平成16年12月生まれ

平成１８年１月に
１歳の誕生日を迎える
お子さんの写真を募集します!

写真送付先
　〒878-8555
　　竹田市大字会々1650番地
　　竹田市役所企画情報課
　　広報たけた「すくすく1歳」係

文化財を守る清掃作業

　

10
月
29
日
、「
文
化
財
を
守
る
強

調
月
間
」
に
合
わ
せ
て
、
九
電
工

の
協
力
を
い
た
だ
き
、
荻
町
史
談

会
が
中
心
と
な
っ
て
市
職
員
と
県

指
定
文
化
財
岩
戸
橋
周
辺
の
草
刈

り
清
掃
作
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

す
っ
き
り
と
し
た
岩
戸
橋
を
ぜ
ひ

一
度
ご
覧
く
だ
さ
い
。

険しい石垣に挑む消防士

　

10
月
25
日
、
岡
城
跡
本
丸
周
辺

の
石
垣
清
掃
を
、
高
所
で
の
活
動

訓
練
を
兼
ね
て
竹
田
市
消
防
署
の

消
防
士
15
人
が
行
い
ま
し
た
。
こ

の
石
垣
は
撮
影
ポ
イ
ン
ト
と
し
て

有
名
な
場
所
で
す
が
、
険
し
く
急

な
た
め
清
掃
が
難
し
く
、
終
了
ま

で
半
日
ほ
ど
か
か
り
ま
し
た
。

↑倉橋裕子さん（右）、丹美香さん（左）

 
久
住
分
校　

喜
び
の
受
賞

　

三
重
農
業
高
校
久
住
分
校
が
、

昭
和
23
年
の
開
校
以
来
毎
年
続
け

て
き
た
く
じ
ゅ
う
連
山
の
大
船

山
と
黒
岳
の
清
掃
登
山
を
評
価
さ

れ
、
第
21
回
時
事
通
信
社
「
教
育

奨
励
賞
」
努
力
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。
今
年
も
11
月
３
日
に
黒
岳
に

登
り
、
環
境
美
化
に
努
め
る
こ
と

で
自
然
保
護
や
人
と
自
然
の
関
わ

り
等
を
考
え
た
と
い
う
倉
橋
裕
子

さ
ん
（
３
年
）
は
「
先
輩
た
ち
の

お
か
げ
で
受
賞
で
き
ま
し
た
」
と

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
10
月
に
岐
阜
県
で
開
催

さ
れ
た
日
本
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
連

盟
の
農
業
鑑
定
協
議
会
（
農
業
の

部
）
に
県
代
表
で
出
場
し
た
丹
美

香
さ
ん
（
３
年
）
が
優
秀
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。

　

丹
さ
ん
は
「
夏
休
み
も
協
議
会

に
向
け
て
勉
強
し
て
い
た
の
で
嬉

し
い
」
と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

皆さんの声をお寄せください
「みんなのひろば」では、市民の皆
さんの意見やご質問を始め、絵や写
真を掲載します。市民の皆さんの投
稿をお待ちしています。
宛先：竹田市役所企画情報課
　　　広報たけた「みんなの広場」係



図書館
から

12月の
お知らせ

誕
生
お
め
で
と
う

月
生
ま
れ

（
親
・
自
治
会
）

10

19　2005年12月発行

竹田市立図書館
　TEL・FAX 63-1048
荻図書室（荻みらい館内）
　TEL 68-2200 ・FAX 68-2057
久住図書室
　TEL 76-0717・FAX 76-0724
直入図書室
　TEL 75-2240・FAX 75-2231

〔一般の本〕
告　白　　　　　　チャールズ　R　ジェンキンス
東京タワー　　　　　　　　　リリー・フランキー
イギリス式時給900円から始まる暮らし　　井形　慶子
新リア王（上・下巻）　　　　　　　　　　高村　　薫
職業外伝　　　　　　　　　　　　　　     秋山　真志
土　恋　　　　　　　　　　　　　　　  津村　節子
ノンアスベスト社会の到来へ　石綿対策全国連絡会議
〔子どもの本〕
森の絵本　　　　　　　　　　　　　　  荒井　良二
かおかおどんなかお　　　　　　　　　  柳原　良平
つくったのだれ？　　　　　　　　　　  山口　　進
いそがしいよる　　　　　　　　　さとう　わきこ
ぼく、だんごむし　　　　　　　　　　  得田　之久
　　　　　　　　　　　　ほか、60冊購入しました。

竹田市立図書館の休館日は、
5・12・19・23・26・29 ～
1月 3日です。
23日はクリスマスキャロルです。

【一般書】
「美人の日本語」　　　　　　
　　　　　　　　山下景子（幻冬舎）
　美しい言葉の切れ端をたくさん心
　に集めるだけ で、魂は輝き出

すかもしれませ
ん、と作者の想
いがあふれてい
る 1冊です。
　夢の言の葉を
味わってくだ
さい。

司
書
お
す
す
め
の
１
冊

 「おはなしルーム」

日時　12月 14日㈬
　　　13：30～
場所　竹田幼稚園

 「おはなし広場」

日時　12月 21日㈬
　　　10：30～
場所　荻みらい館

【児童書】
「フレディ　世界でいちばんかしこいハムスター1～4」
　　　　　ディートロフ・ライヒェ（旺文社）
　ペットショップで 1匹だけペット
人生に疑問を持つフレディは、ちい
さいくせにとっ
ても元気なや
つ！　
　いつか自由
になれる「ハ
ムスター伝
説」とは？

工業統計調査
　経済産業省では、
工業統計調査を平成
17年 12月 31日現在
で実施します。工業統
計調査は、製造業を営
むすべての事業所を対
象として、その活動
実態を明らかにすることを目的とした調査で
す。
　調査結果は、国や地方公共団体の行政施
策の重要な基礎資料として利用されるととも
に、企業、大学等での研究資料、小・中・高
等学校の教材等、広く利用されます。
　皆さんから提出していただく調査票につい
ては、統計法に基づき調査内容の秘密は厳守
されますので、正確なご記入をお願いします。
　　　　　　　経済産業省・大分県・竹田市
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■
編
集
/
総
務
企
画
部
企
画
情
報
課
ま
ち
づ
く
り
・
情
報
化
推
進
係
　
〒
878-8555 　

大
分
県
竹
田
市
大
字
会
々
1650 　

■
印
刷
/
㈲
朝
日
印
刷

こ
の
広
報
紙
は
100 ％

の
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

広
報
た
け
た

編

集

後

記

竹田市の人口
( 平成 17年 11月 1日現在 )

　　　　　　　　　　 ( 前 月 比 )
人　口　27,715 人　 ( － 17 人 )
　男性　12,983 人　 ( －   5 人 )
　女性　14,732 人　 ( － 12 人 )
世帯数　10,779世帯    (＋ 4世帯)

住民基本台帳登録人数

◇
『「
ロ
ハ
ス
」っ
て
知
っ
て
い
ま

す
？
』
私
は
ま
っ
た
く
知
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
調
べ
て
み
る
と
日

本
に
は
平
成
14
年
頃
か
ら
入
っ
て

き
た
言
葉
だ
と
い
い
ま
す
。
ロ
ハ
ス

〜LO
H
AS(Lifestyles O

f H
ealth 

And Sustainability)

と
は
、
地

球
環
境
保
護
と
健
康
な
生
活
を
最

優
先
し
、
人
類
と
地
球
が
共
存
共

栄
で
き
る
持
続
可
能
な
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
と
、
そ
れ
を
望
む
人
た
ち

の
総
称
で
、
平
成
10
年
に
米
国
で

初
め
て
提
唱
さ
れ
ま
し
た
。
ん
ー
、

難
し
い
？

　

と
り
あ
え
ず
、
年
末
年
始
は
自

然
の
中
で
の
ん
び
り
過
ご
そ
う
と

思
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
、よ
い
お
年
を
。（
吉
野
）

郷土の植物
　　　　　　　　　　　　　　　阿孫　久見
　第 9回

センブリ（リンドウ科）

　

日
当
た
り
の
い
い
草
地
の
傾
斜

地
等
に
よ
く
生
育
す
る
高
さ
20
㌢

ほ
ど
の
２
年
草
で
す
。
直
立
す
る

茎
は
普
通
枝
分
か
れ
し
ま
せ
ん
が
、

成
長
の
よ
い
も
の
は
基
部
か
ら
数

本
枝
分
か
れ
し
ま
す
。
茎
は
四
稜

形
で
黒
紫
色
で
す
。
特
に
苦
い
根

は
黄
色
で
す
。

　

対
生
す
る
葉
は
細
長
い
線
形
で
、

長
さ
３・５
㌢
、幅
が
３
㍉
ほ
ど
で
す
。

　

秋
の
頃
、
花
柄
の
先
端
に
白
色

に
紫
色
の
す
じ
が
入
っ
た
径
１
㌢

ほ
ど
の
深
く
５
個
に
裂
け
た
合
弁

花
を
咲
か
せ
ま
す
。
花
弁
の
内
側

の
基
部
に
は
、
毛
の
あ
る
円
形
の

蜜み
つ
せ
ん腺
（
蜜
や
粘
液
を
分
泌
す
る
器

官
）
が
２
個
ず
つ
つ
い
て
い
ま
す
。

花
は
日
が
当
た
る
と
開
き
、
日
が

か
げ
る
と
閉
じ
る
作
用
が
あ
り
ま

す
。
昔
か
ら
健
胃
薬
と
し
て
テ
ィ

ー
バ
ッ
グ
状
の
袋
に
入
れ
振

ふ
り
だ
し
ぐ
す
り

出
薬

に
利
用
さ
れ
、
と
て
も
苦
く
，
千

回
振
っ
て
も
ま
だ
苦
い
こ
と
か
ら

千せ
ん
ぶ
り振

の
名
が
あ
り
ま
す
。

　

竹
田
で
は
か
つ
て
は
久
住
高
原

で
ご
く
普
通
に
多
く
観
察
さ
れ
ま

し
た
が
、
観
光
客
の
む
ち
ゃ
く
ち

ゃ
な
乱
獲
や
草
地
開
発
で
激
減
し

ま
し
た
。

　

花
期
は
９
月
か
ら
10
月
で
す
。

第
１
回
歳
末
助
け
合
い
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
シ
ョ
ー

　

こ
の
１
年
を
、
幸
せ
な
笑
い
で

締
め
く
く
り
ま
せ
ん
か
？

日
時　

12
月
３
日
㈯

　

昼
の
部　

開
演
10
時

　
　
　
　
　

入
場
９
時
〜

　

夜
の
部　

開
演
16
時

　
　
　
　
　

入
場
15
時
〜

会
場　

竹
田
市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

協
力
券　

１
枚
５
０
０
円

●
お
問
い
合
せ

福
祉
事
務
所　

☎
63‒

４
８
１
１

他
各
総
合
支
所
保
健
福
祉
課

TAOふるさと凱旋公演2005ファイナル
主催　TAOくじゅう後援会
　チケットは、竹田市文化会館、くじゅうサンホー
ル他で販売中です！
　※当日券は 500 円アップとなります。
●お問い合せ　TAO事務局　☎ 092 ‒ 721 ‒ 2015

日　

時　

12
月
27
日
㈫

　
　
　
　

18
時
30
分
開
場　

19
時
開
演

会　

場　

竹
田
市
文
化
会
館　

※
全
席
自
由

入
場
料　

大
人
３
、０
０
０
円

　
　
　
　

小
人
２
、０
０
０
円
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情報
本　　　　庁　☎0974-63-1111
荻総合支所　☎0974-68-2211
久住総合支所　☎0974-76-1111
直入総合支所　☎0974-75-2211

「
南
画
の
里
竹
田
、

歴
史
資
料
館
所
蔵
書
画
展
」

　

12
月
11
日
㈰
ま
で

　

歴
史
資
料
館
が
所
蔵
す
る
郷
土
の
画
人
た
ち

の
作
品
か
ら
文
人
画
・
豊
後
南
画
の
作
品
を
紹

介
し
ま
す
。

入
館
料　

大
人
５
０
０
円

　
　
　
　

小
中
学
生
１
０
０
円

休
館
日　

毎
週
月
曜
、
13
、
14
日

　
　

年
末
年
始
は
29
日
〜
１
月
３
日
に
か
け

　

て
休
館
し
ま
す
。

歴
史
資
料
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
63‒

１
９
２
３

 

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
水
琴
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
63‒

２
２
０
０

「
い
ま
に
生
き
る
職
人
の
文
化
展
」

　

12
月
11
日
㈰
ま
で

主
催　

竹
田
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

「
江
戸
鞠
展
」

　

12
月
14
日
㈬
〜
28
日
㈬

主
催　

小
河
シ
ズ
子

「
我
が
ま
ち
竹
田
写
真
展
」

　

１
月
５
日
㈭
〜
22
日
㈰

主
催　

松
岡
興
司
（
全
日
本
写
真
連
盟
会
員
）

休
館
日　

毎
週
月
曜
、
13
日

　
　

年
末
年
始
は
29
日
〜
１
月
４
日
に
か
け

　

て
休
館
し
ま
す
。

 

道
の
駅
・
竹
田
「
い
ち
ご
農
園
」

　

５
年
目
を
迎
え
る
道
の
駅
・
竹
田
の
「
い
ち

ご
農
園
」
が
、
例
年
よ
り
１
か
月
早
く
オ
ー
プ

ン
し
ま
す
。
あ
な
た
も
、
も
ぎ
た
て
い
ち
ご
を

食
べ
て
み
ま
せ
ん
か
？

期
間　

12
月
１
日
〜
平
成
18
年
５
月

　

10
時
〜
16
時　

※
12
月
１
日
は
15
時
〜

料
金　
　

１
〜
２
月　
　
　

３
〜
５
月

　

大
人　

１
、２
０
０
円　
　

１
、０
０
０
円

　

小
人　
　
　
８
０
０
円　
　
　

６
０
０
円

※
食
べ
放
題
コ
ー
ス
の
料
金
で
す
。
お
持
ち
帰

　

り
料
金
は
１
０
０
㌘
時
価
の
量
り
売
り
で
す
。

※
小
人
は
、
３
歳
〜
小
学
生
の
児
童
で
す
。

※
期
間
中
は
不
定
休
で
す
。

●
お
問
い
合
せ　

道
の
駅
・
竹
田
い
ち
ご
農
園

　

 

☎
℻
66‒
３
０
０
３

 

第　

回
ク
リ
ス
マ
ス
音
楽
の
夕
べ

日
時　

12
月
17
日
㈯　

18
時
30
分
〜
21
時

会
場　

竹
田
商
工
会
館
２
階
ホ
ー
ル

会
費　

大
人
７
０
０
円　

小
人
５
０
０
円

内
容　

手
作
り
の
料
理
、
ワ
イ
ン
を
楽
し
み
ま
し
ょ

　

う
。
合
唱
や
楽
器
の
演
奏
を
聞
い
た
り
、
み
ん

　

な
で
一
緒
に
歌
い
ま
し
ょ
う
。

●
お
問
い
合
せ　

瀧
廉
太
郎
会　

堀

　

☎
63‒

１
８
２
３

 

第　

回
竹
田
元
旦
マ
ラ
ソ
ン
大
会

日
時　

１
月
１
日
㈰

　
　
　

10
時
開
会
式　

10
時
30
分
〜
ス
タ
ー
ト

場
所　

竹
田
市
総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技
場

種
目　

小
学
５
・
６
年
生
２
㌔　

中
学
生
３
㌔

　
　
　

高
校
生
女
子
５
㌔
・
男
子
10
㌔

　
　
　

一
般
５
㌔
・
10 

㌔

申
込
〆
切　

12
月
16
日
㈮　

17
時

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み　

竹
田
市
中
央
公
民

　

館
内
竹
田
市
陸
上
競
技
協
会
事
務
局　

佐
藤

　

☎
63‒

１
０
４
４

 

２
０
０
６
年
新
春
歩
こ
う
会

日
時　

１
月
１
日
㈰

　

受
付
５
時
40
分
〜　

６
時
10
分
ス
タ
ー
ト

コ
ー
ス　

荻
中
央
公
民
館
〜
高
鼻
公
園

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　

荻
中
央
公
民
館
内
荻
地
域
体
育
協
会
事
務
局 

　

☎
68‒

２
０
２
５

 

第　

回
川
合
尚
武
旗

 

竹
田
職
域
ク
ラ
ブ
駅
伝
競
走
大
会

日
時　

１
月
21
日
㈯　

13
時
開
会
式

　
　
　

14
時
ス
タ
ー
ト

　

※
監
督
会
議　

12
時
30
分
〜

区
間　

竹
田
市
総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
〜

　

入
田
農
免
入
り
口
〜
矢
原
橋
〜
十
月
橋
折
返

　

し
（
５
区
間
、
11
・
４
㌔
）

参
加
資
格　

豊
肥
地
区
に
所
在
す
る
職
域
・
ク

　

ラ
ブ
チ
ー
ム
で
編
成
し
、
前
年
度
県
内
一
周

　

駅
伝
大
会
出
場
選
手
の
出
場
す
る
チ
ー
ム
は

　

Ａ
部
、
他
は
Ｂ
部
と
中
学
生
の
部
と
す
る
。

　
　

た
だ
し
、
選
手
は
事
故
防
止
の
た
め
原
則

　

と
し
て
55
才
以
下
と
す
る
。

申
込
〆
切　

１
月
13
日
㈮
ま
で
に
、
竹
田
市
陸

　

上
協
会
事
務
局
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

参
加
料　

Ａ
部
・
Ｂ
部　

３
、０
０
０
円

　
　
　
　

中
学
生
の
部　

１
、０
０
０
円

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み　

竹
田
市
中
央
公
民

　

館
内
竹
田
市
陸
上
競
技
協
会
事
務
局　

佐
藤

　

☎
63‒

１
０
４
４

29

28

17



たけたん情報 平成17年12月号 ❷

12
月
の
お
し
ら
せ

  

生
活
情
報

出
会
い
系
サ
イ
ト
等
の
架
空
・
不
当

請
求
の
手
口
に
つ
い
て
！ 

　

携
帯
電
話
か
ら
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
等
に
接
続

し
、
何
ら
か
の
項
目
を
選
択
す
る
と
「
あ
な
た

の
個
体
識
別
番
号
は
○
○
で
す
」「
あ
な
た
の

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
は
△
△
で
す
」
等
と
個
人
情

報
を
入
手
し
た
か
の
よ
う
な
画
面
を
表
示
し
、

料
金
を
請
求
す
る
事
例
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

携
帯
電
話
の
「
個
体
識
別
番
号
」
等
の
情
報

か
ら
氏
名
、
住
所
、
携
帯
電
話
番
号
等
の
個
人

情
報
が
サ
イ
ト
運
営
者
に
伝
わ
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
個
人
情
報
が
特
定
さ
れ
た
の
で
は

と
不
安
に
な
る
消
費
者
が
多
い
よ
う
で
す
。

携
帯
電
話
の
「
個
体
識
別
番
号
」

　

こ
れ
ら
の
業
者
が
い
う
「
個
体
識
別
番
号
」

は
、
現
在
判
明
し
て
い
る
も
の
で
、
⑴
携
帯
電

話
会
社
名
と
端
末
の
機
種
、
⑵
業
者
が
勝
手
に

付
与
し
た
Ｉ
Ｄ
が
あ
り
ま
す
。こ
の
情
報
に
は
、

消
費
者
の
氏
名
や
住
所
、
携
帯
電
話
番
号
等
の

個
人
情
報
は
含
ま
れ
て
い
な
い
た
め
、
業
者
に

個
人
情
報
が
伝
わ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
業
者
が
勝
手
に
付
与
し
た
Ｉ
Ｄ
、
消
費
者

の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
等
も
個
人
情
報
が
特
定
さ

れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
ら
の
業
者
は
「
個
体
識
別
番
号
」
等
を

画
面
に
表
示
す
る
こ
と
で
、
あ
た
か
も
個
人
情

報
を
入
手
し
た
か
の
よ
う
に
思
わ
せ
よ
う
と
し

て
い
る
の
で
す
。

消
費
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

１
、「
個
体
識
別
番
号
」
か
ら
個
人
情
報
は
伝

　

わ
ら
な
い
た
め
、
必
要
以
上
に
不
安
に
な
ら

　

な
い
こ
と
。

　
　

こ
の
よ
う
な
サ
イ
ト
に
接
続
し
て
も
慌
て

　

ず
、
画
面
上
の
選
択
肢
を
押
さ
な
い
よ
う
に

　

注
意
し
、
ト
ラ
ブ
ル
に
備
え
て
画
面
や
サ
イ

　

ト
名
、
Ｕ
Ｒ
Ｌ
等
を
記
録
、
保
存
し
て
お
き

　

ま
し
ょ
う
。

２
、
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
等
に
リ
ン
ク
さ
れ
て
い

　

る
Ｕ
Ｒ
Ｌ
は
不
用
意
に
接
続
し
な
い
こ
と

　
　
「
無
料
の
待
ち
受
け
画
面
、着
信
メ
ロ
デ
ィ

　

サ
イ
ト
」、「
雑
誌
で
紹
介
さ
れ
て
い
た
サ
イ

　

ト
」
等
に
リ
ン
ク
さ
れ
て
い
た
Ｕ
Ｒ
Ｌ
へ
接

　

続
し
た
と
こ
ろ
、
同
様
の
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き

　

込
ま
れ
た
事
例
も
あ
り
ま
す
。
興
味
半
分
で

　

ア
ク
セ
ス
し
な
い
こ
と
が
重
要
で
す
。 

●
お
問
い
合
せ　

ア
イ
ネ
ス
（
消
費
生
活
相
談

　

専
用
） 　

☎
０
９
７
─５
３
４
─０
９
９
９

　

商
工
観
光
課　

☎
63
─４
８
０
７

　
防　

災

　

11
月
４
日
、
竹
田
地
区
の
人
家
裏
の
崖
が
崩

れ
、
住
宅
を
全
壊
さ
せ
る
事
故
が
発
生
し
ま

し
た
。
人
命
に
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
２
次
災
害
の
危
険
が
あ
る
た
め
、
竹
田
市

は
周
囲
の
住
民
に
避
難
を
指
示
し
ま
し
た
。

　

崖
崩
れ
が
発
生
す
る
前
に
は
「
山
鳴
り
が
す

る
」「
湧
き
水
が
止
ま
っ
た
」「
小
さ
な
崩
落
が

あ
っ
た
」
と
い
っ
た
予
兆
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
予
兆
に
十
分
注
意
し
て
、
早
め
の
避
難

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　
案　

内

「
地
域
の
岩
石
・
地
層
・
化
石
観
察
会
」

　

阿
蘇
の
火
山
活
動
に
よ
り
形
作
ら
れ
た
天
下

の
三
堅
城
と
呼
ば
れ
た
岡
城
を
地
質
学
の
面
か

ら
見
直
し
ま
す
。
小
学
校
高
学
年
程
度
か
ら
理

解
で
き
る
基
礎
的
な
内
容
で
す
か
ら
、
親
子
で

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

開
催
期
日　

12
月
４
日
㈰　

10
時
〜
15
時

　

10
時　

竹
田
創
生
館
集
合

講
座
「
岡
城
の
阿
蘇
火
山
活
動
の
観
察
」

講
師　

工
藤
幸
久

受
講
費　

大
人　
　
１
、０
０
０
円

　
　
　
　

高
校
生
以
下　
　

無
料

主
催　

岡
の
里
事
業
実
行
委
員
会

※
筆
記
用
具
、弁
当
と
飲
み
物
は
持
参
の
こ
と
。

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　

竹
田
創
生
館　

☎
62
─４
１
０
０

太
平
洋
戦
争
中
の
沖
縄
か
ら
の
疎
開

者
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て

　

太
平
洋
戦
争
中
の
１
９
４
４
年
７
月
７
日
、

日
本
政
府
は
老
幼
婦
女
子
等
の
沖
縄
県
民
の
疎

開
計
画
を
決
定
し
、
九
州
や
台
湾
に
約
８
万
人

が
疎
開
し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

稲
嶺
恵
一
沖
縄
県
知
事
か
ら
こ
の
時
竹
田
市

に
お
い
て
疎
開
者
を
受
け
入
れ
、
世
話
を
さ
れ

た
市
民
の
皆
さ
ん
に
礼
状
が
届
き
ま
し
た
の
で

紹
介
い
た
し
ま
す
（
要
約
）。

　
「
沖
縄
県
で
は
戦
後
60
年
を
機
に
、
当
時
沖

縄
か
ら
の
疎
開
者
が
お
世
話
に
な
っ
た
方
々
に

感
謝
を
す
る
と
と
も
に
、
二
度
と
戦
争
を
起
こ

し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
誓
い
を
新
た
に
す
る

疎
開
関
係
者
交
流
事
業
を
開
催
し
ま
す
（
平
成

17
年
10
月
10
日
開
催
）。
お
世
話
く
だ
さ
っ
た

す
べ
て
の
方
々
を
お
招
き
し
、
感
謝
申
し
上
げ

た
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
本
事
業
で
は
、
主
に
学

童
疎
開
等
で
お
世
話
し
て
く
だ
さ
っ
た
ご
本
人

ま
た
は
ご
遺
族
を
お
招
き
し
て
い
ま
す
。

　

疎
開
者
を
受
け
入
れ
て
お
世
話
く
だ
さ
っ
た

貴
市
並
び
に
市
民
の
皆
様
に
、
沖
縄
県
を
代
表

し
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
、
御
礼
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
」

　

平
成
17
年
10
月
５
日

　
　
　
　
　
　
　

沖
縄
県
知
事　

稲
嶺　

恵
一

大
分
県
交
通
安
全
教
育
講
師
派
遣
制
度

　

い
つ
、
ど
こ
で
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
交
通

事
故
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
ど
う
し
た
ら
よ
い

か
一
緒
に
考
え
、
交
通
モ
ラ
ル
や
交
通
マ
ナ
ー

の
向
上
を
図
る
た
め
に
、
交
通
安
全
教
育
講
師

を
派
遣
し
ま
す
。

　

①
保
育
所
、
子
ど
も
会
等
で
の
幼
児
の
交
通

安
全
教
育
、
②
小
・
中
・
高
等
学
校
で
の
交
通

安
全
教
室
や
教
育
活
動
、
③
職
域
や
職
場
で
行

う
交
通
安
全
教
育
、
④
老
人
ク
ラ
ブ
・
高
齢
者

大
学
等
で
の
交
通
安
全
活
動
、
⑤
会
議
・
研
修

会
で
の
交
通
安
全
講
話
、
⑥
そ
の
他
、
あ
ら
ゆ

る
場
面
で
ご
利
用
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
制
度
で
派
遣
す
る
講
師
の
費
用

は
県
が
す
べ
て
負
担
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　

大
分
県
生
活
環
境
部
県
民
生
活
・
男
女
共
同

　

参
画
課　

交
通
安
全
推
進
班

　

☎
０
９
７
─５
３
６
─１
１
１
１
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←地上デジタル対
　応テレビには
　このマークが入
　っています。

↑アナログテレビ用シール
※購入の際は、このシール
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（
内
線
３
０
６
１
）

　

総
務
課
消
防
交
通
係

　

☎
63
─１
１
１
１
（
内
線
２
１
３
）

交
通
遺
児
等
へ
の
無
利
子
貸
付

　

自
動
車
事
故
対
策
機
構
で
は
、
交
通
遺
児
等

へ
の
育
成
資
金
の
貸
し
付
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
自
動
車
事
故
が
原
因
で
死
亡
し
た

人
、
又
は
重
度
の
後
遺
障
害
が
残
っ
た
人
の
子

弟
で
、０
歳
か
ら
中
学
生
の
子
ど
も
を
対
象
に
、

無
利
子
で
貸
し
付
け
る
制
度
で
す
。

貸
付
金
額　

毎
月　
　
　
　

２
０
、０
０
０
円

　
　
　
　

一
時
金　
　
　

１
５
５
、０
０
０
円

入
学
支
度
金
（
小
・
中
）　  

４
４
、０
０
０
円

貸
付
期
限　

中
学
校
卒
業
の
月
ま
で

返
還
方
法　

20
年
以
内
の
均
等
払
い

介
護
料
支
給
制
度

　

自
動
車
事
故
に
よ
り
脳
・
脊
椎
ま
た
は
胸
腹

部
臓
器
を
損
傷
し
、
常
時
ま
た
は
随
時
介
護
を

必
要
と
す
る
人
は
介
護
料
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

支
給
対
象
者　

自
賠
責
保
険
後
遺
障
害
等
級
１

　

級
１
号
・
２
号
ま
た
は
２
級
１
号
・
２
号
の

　

認
定
を
受
け
て
い
る
人
ま
た
は
そ
れ
に
相
当

　

す
る
人

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　

自
動
車
事
故
対
策
機
構
大
分
支
所

　

☎
０
９
７
─５
３
４
─９
３
４
１

国
有
財
産
売
り
払
い

　

左
記
の
国
有
財
産
を
一
般
競
争
入
札
に
よ
り

売
り
払
い
ま
す
。

売
払
物
件

　

竹
田
市
大
字
竹
田
字
山
川
２
２
１
５
─２

区
分　

土
地
・
工
作
物

登
記
地
目　

宅
地

数
量　

１
９
９
・
19
平
方
㍍

用
途
地
域　

１
種
住
居

建
ぺ
い
率
／
容
積
率　

60
％
／
２
０
０
％

※
最
低
売
却
価
格
は
公
表
し
ま
せ
ん
。

入
札
受
付
期
間　

12
月
５
日
㈪
〜
16
日
㈮

　

※
17
時
必
着

開
札
日
時
及
び
場
所

　

12
月
20
日
㈫　

10
時
〜

　

大
分
合
同
庁
舎
４
階
第
１
共
用
会
議
室

※
入
札
書
等
用
紙
は
、
大
分
財
務
事
務
所
に
お

　

い
て
交
付
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ　

九
州
財
務
局
大
分
財
務
事
務

　

所
統
括
国
有
財
産
管
理
官

　

☎
０
９
７
─５
３
２
─７
１
０
７
（
内
線
57
）

住
宅
用
太
陽
熱
高
度
利
用
シ
ス
テ
ム

補
助
制
度

　

㈶
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
財
団
で
は
、
給
湯
及
び
冷

暖
房
に
使
用
す
る
ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
（
財
団

が
特
に
認
め
た
太
陽
熱
利
用
機
器
も
含
む
）
を

設
置
し
よ
う
と
す
る
人
に
、
補
助
制
度
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

下
期
募
集
期
限　

平
成
18
年
２
月
20
日
㈪

　

※
消
印
有
効

応
募
資
格　

住
宅
用
太
陽
熱
高
度
利
用
シ
ス
テ

　

ム
を
設
置
す
る
人

応
募
方
法　

応
募
申
込
書
を
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
財

　

団
宛
に
書
留
又
は
配
達
記
録
付
郵
便
で
郵
送

　

し
て
く
だ
さ
い
。
応
募
申
込
書
及
び
詳
し
い

　

資
料
は
、
財
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

　

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　

㈶
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
財
団
導
入
促
進
本
部
太
陽

　

熱
利
用
部

　

〒
１
０
２
─８
５
５
５

　

東
京
都
千
代
田
区　

紀
尾
井
町
３
─６

　

秀
和
紀
尾
井
町
パ
ー
ク
ビ
ル
６
階

　

☎
03
─５
２
７
５
─９
５
６
６

　

℻
03
─５
２
７
５
─９
３
０
１

　

U
RL　

http://w
w
w
.nef.or.jp

２
０
１
１
年
７
月
24
日
。

地
上
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
放
送
は

ご
覧
い
た
だ
け
な
く
な
り
ま
す
。

　

す
べ
て
の
地
上
テ
レ
ビ
放
送
は
、
ア
ナ
ロ
グ

か
ら
デ
ジ
タ
ル
へ
移
行
す
る
こ
と
が
国
の
法
令

に
よ
り
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

国
民
の
皆
さ
ん
は
、
２
０
１
１
年
７
月
ま
で

に
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
に
つ
い
て
は
地
上
デ
ジ
タ

ル
放
送
対
応
テ
レ
ビ
に
買
い
換
え
る
か
、
ま
た

は
デ
ジ
タ
ル
チ
ュ
ー
ナ
ー
を
買
い
足
し
て
い
た

だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
・
ビ

デ
オ
レ
コ
ー
ダ
ー
、
パ
ソ
コ
ン
等
の
ア
ナ
ロ
グ

チ
ュ
ー
ナ
ー
も
使
え
な
く
な
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ　

総
務
省
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ

　

ビ
ジ
ョ
ン
放
送
受
信
相
談
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
５
７
０
─07
─０
１
０
１

　
相　

談

精
神
科
救
急
に
つ
い
て
の
電
話
相
談

　

大
分
県
で
は
、
夜
間
や
休
日
と
い
っ
た
診
療

時
間
外
に
精
神
症
状
の
悪
化
等
の
緊
急
的
な
精

神
科
医
療
に
関
す
る
電
話
相
談
を
受
け
る
窓
口

を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

精
神
保
健
福
祉
士
、
看
護
師
等
が
電
話
相
談

を
受
け
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

大
分
県
精
神
科
救
急
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
７
─５
４
１
─１
１
７
９

受
付
時
間

　

平
日
（
土
曜
日
含
む
）
17
時
〜
21
時

　

日
曜
・
祝
日　
　
　
　

９
時
〜
21
時

民
事
介
入
暴
力
集
中
相
談
所

　

㈶
暴
力
追
放
大
分
県
民
会
議
で
は
、県
警
察
、

県
弁
護
士
会
と
の
共
催
に
よ
り
、
次
の
日
程
で

暴
力
団
等
が
関
係
し
た
被
害
や
不
当
な
要
求
等

の
困
り
ご
と
に
つ
い
て
、
弁
護
士
、
暴
力
団
担

当
警
察
官
及
び
暴
力
追
放
相
談
委
員
が
面
接
又

は
電
話
に
よ
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時　

12
月
13
日
㈫　

10
時
〜
14
時

場
所　

別
府
市
中
央
公
民
館
別
館
２
階

　
　
　
（
別
府
市
上
田
の
湯
町
）

相
談
料　

無
料

電
話
番
号　

０
９
７
７
─２
２
─３
１
１
０

※
相
談
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ
・
ご
相
談

　

㈶
暴
力
追
放
大
分
県
民
会
議

　

☎
０
９
７
─５
３
８
─４
７
０
４

無
料
調
停
相
談
会

日
時　

12
月
14
日
㈬

　
　
　

９
時
30
分
〜
15
時
30
分

場
所　

豊
後
大
野
市
解
放
会
館

　
　
　
（
豊
後
大
野
市
大
野
町
田
中
74
─１
）

内
容　

民
事
（
交
通
事
故
・
金
銭
・
土
地
建
物

　

他
）、
家
事
（
家
庭
の
問
題
）
で
お
困
り
の

　

人
に
、
調
停
委
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ

　

大
分
地
方
・
家
庭
裁
判
所
竹
田
支
部

　

☎
63
─２
０
４
０



※行政相談に関するお問い合せは行政相談員まで（田仲静夫：☎ 63 ‒ 2454、渡辺善照：☎ 77 ‒ 2067、斉藤義昭：☎ 75 ‒ 2692、太田正一：☎ 68 ‒ 2480）

1 ㈭ ・竹田美術同好会岩下弘子作品展 (31 日まで／竹田観交情報センター )　・甘酒品評会＆甘酒料理講習会 14:00 ～ 16:00（竹田市総合社会福祉センター）　・道の駅たけたいちご農園オープン 15:00 ～　・行政相談 9:00 ～
12:00（竹田市総合社会福祉センター）　・歳末助け合い運動（31日まで）　・雪崩防災週間（7日まで）　・世界エイズデー・冬の省エネルギー総点検の日　・心の悩み無料相談会 10:00 ～ 20:00（竹田直入地方振興局会議室）

2 ㈮
3㈯ ・歳末助け合いチャリティーショー（竹田市文化会館）　・第 32回竹田市少年少女駅伝ロードレース大会 10:00 スタート（竹田市総合運動公園）

・選挙人名簿の縦覧（7日まで）8:30 ～ 17:00　・国際障害者デー・障害者週間（9日まで）

4 ㈰ ・第 57回人権週間 (10 日まで )　・深山流岩戸神楽大分県交流会 9:00 ～ 16:00（荻福祉健康エリア）　・郡市対抗女子駅伝競走大会 13:00 スタート（大分市営陸上競技場）
・第 3回地域の岩石・地層・化石観察会「岡城の阿蘇火山活動の観察」10:00 ～ 15:00（竹田創生館集合）　・竹田市少年野球教室 10:00 ～（竹田市総合運動公園市民球場）

5 ㈪ ・無料人権特設相談所 10:00 ～ 15:00（竹田市総合社会福祉センター）　・荻市政懇談会（荻中央公民館）18:00 ～ 20:00　・国有財産売り払い一
般競争入札（16日まで）　・荻の里温泉・陽目の里名水茶屋休業日

6 ㈫
7㈬ ・竹田市赤十字奉仕団結成大会並びにふれあい講座 9:00 ～ 16:00（本庁舎 3階）

・無料人権特設相談所 10:00 ～ 15:00（荻町福祉健康エリア又は直入総合支所）

8 ㈭ ・竹田市赤十字奉仕団結成大会並びにふれあい講座 9:00 ～ 16:00（本庁舎 3階）　・ドイツ風クリスマス飾り付け教室 13:00 ～ 16:00（直入中央
公民館）　・嫗岳地区市政懇談会 18:30 ～ 20:30（嫗岳分館）

9 ㈮ ・無料人権特設相談所 10:00 ～ 15:00（久住総合支所）
・第 4回ドイツ料理教室 13:00 ～ 16:00（直入保健福祉センター）

10㈯ ・ブルーフェニックスジャズオーケストラ・ブルーフェニックスジュニアバンド定期演奏会 18:00 ～ 20:30（竹田市文化会館大ホール）
・世界人権デー　・久住保育所発表会 9:00 ～ 12:00

11㈰ ・豊後二見ヶ浦しめなわ張替（上浦町）

12㈪ ・荻の里温泉・陽目の里名水茶屋休業日

13㈫ ・民事介入暴力集中相談所 10:00 ～ 16:00（別府市中央公民館（別府市））

14㈬ ・無料調停相談会 9:30 ～ 15:30（豊後大野市解放会館〔豊後大野市〕）　・おはなしルーム 13:30 ～ 14:10（竹田幼稚園）
・ひきこもり家族教室 13:00 ～ 15:30（大分県精神保健福祉センター研修室〔大分市〕）　・宮城地区市政懇談会 19:00 ～ 21:00（宮城分館）

15㈭ ・高齢者大学　・竹田市歩こう会「忘年歩こう会」9:00 竹田温泉花水月前集合
・行政相談 9:00 ～ 12:00（竹田市総合社会福祉センター）10:00 ～ 12:00（荻総合支所 1階厚生室）



※健診等保健衛生に関する日程は、いきいきたけた情報カレンダーをご覧ください。※1：お問い合せ　竹田市歩こう会（小林会長：☎ 62 ‒ 3304）　※2：お問い合せ　岡の里事業実行委員会（竹田創生館）☎ 62 ‒ 4100

※可燃ごみ収集日→1月6日㈮

※可燃ごみ収集日→収集しません

※可燃ごみ収集日→1月5日㈭

※可燃ごみ・不燃ごみ・廃プラごみ・
　資源ごみ収集日→21日㈬

16㈮ ・第 29回竹田元旦マラソン大会参加受付〆切　・青少年の日　・行政相談 10:00 ～ 12:00（久住総合支所）
・大分県国民健康保険団体連合会職員採用試験受付〆切　・すぎのこ人形劇 9:20 ～（久住中央公民館）

17㈯ ・第 17回クリスマス音楽の夕べ 18:30 ～ 21:00（竹田商工会館）

18㈰ ・家庭の日

19㈪ ・大分県臨時職員採用候補者名簿登録試験受付（1月 13日まで／大分県竹田直入地方振興局他）
・荻の里温泉・陽目の里名水茶屋休業日

20㈫ ・国有財産売り払い一般競争入札改札 10:00 ～（大分合同庁舎４階第１共用会議室〔大分市〕）

21㈬ ・社会保険相談所 (年金相談 ) 10:00 ～ 15:00（竹田市総合社会福祉センター）　・行政相談 10:00 ～ 12:00（直入総合支所相談室）
・おはなし広場 10:30 ～（荻みらい館）

22㈭
23㈮ ・天皇誕生日

・クリスマスキャロル 11:00 ～ 15:00（竹田市総合社会福祉センター）

24㈯
25㈰ ・クリスマスミニコンサート (滝廉太郎記念館）

26㈪ ・市県民税 4期、国民健康保険税6期、介護保険料6期納期限　・介護相談（保険課介護係）
・荻の里温泉 6周年記念営業日

27㈫ ・ＴＡＯふるさと凱旋公演 19:00 ～（竹田市文化会館大ホール）

28㈬ ・荻の里温泉・陽目の里名水茶屋休業日
・竹田市消防団年末夜警

29㈭ ・荻の里温泉・陽目の里名水茶屋休業日
・竹田市役所年末休暇　・竹田市消防団年末夜警

30㈮ ・竹田市役所年末休暇
・竹田市消防団年末夜警

31 ㈯ ・竹田市役所年末休暇

特記事項
・その他 

・平成 18年度市立幼稚園の願書受付中です！・冬の省エネキャンペーン（3月 31日まで）・大気汚染防止推進月間・脱スパイクタイヤ推進月間・地球温暖化防止月間・第 29回
竹田元旦マラソン大会（1月 1日 10:00 開会式 10:30 開始／竹田市総合運動公園陸上競技場周辺）・元旦歩こう会 7:00 そうぞうの丘集合・竹田市役所年始休暇（1月 3日まで）

竹田市社会福祉協議会相談日
・一般相談（6・13・20・27日）9:00 ～ 12:00
・法律相談（9日）13:00 ～ 16:00 ※要予約



たけたん情報 平成17年12月号 ❻

人
権
擁
護
委
員
・
法
務
局
に
よ
る

無
料
人
権
特
設
相
談
所

　

み
な
さ
ん
が
、
人
権
問
題
だ
と
感
じ
た
り
、

困
っ
て
い
る
差
別
、
私
的
制
裁
、
信
用
、
親
子
、

夫
婦
、
扶
養
、
相
続
等
の
相
談
に
応
じ
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

日
時
・
場
所
（
相
談
員
）

12
月
５
日
㈪　

10
時
〜
15
時

　

竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー（
森
武
士
、

　

渡
邉
京
子
、
甲
斐
武
重
、
法
務
局
職
員
）

12
月
７
日
㈬　

10
時
〜
15
時

　

直
入
総
合
支
所
（
御
沓
貞
則
、法
務
局
職
員
）

　

荻
町
福
祉
健
康
エ
リ
ア
（
本
田
照
昭
、
福
田

　

力
、
法
務
局
職
員
）

12
月
９
日
㈮　

10
時
〜
15
時

　

久
住
総
合
支
所
（
大
嶋
義
明
、
大
塚
義
章
、

　

法
務
局
職
員
）

　
金　

融

台
風
14
号
に
よ
り

住
宅
に
被
害
を
受
け
ら
れ
た
方
へ

　

住
宅
金
融
公
庫
で
は
、
台
風
14
号
に
よ
り
住

宅
に
被
害
を
受
け
た
人
へ
、
住
宅
の
復
旧
に
伴

う
融
資
を
行
っ
て
い
ま
す
。

金
利　

年
１
・
８
％
（
平
成
17
年
９
月
13
日
現

　

在
・
全
期
間
固
定
金
利
）

●
お
問
い
合
せ　

住
宅
金
融
公
庫
南
九
州
支
店

　

☎
０
９
６‒

３
８
７‒

２
０
０
０

　
（
平
日
、
第
１
・
３
日
曜
日　

９
時
〜
17
時
）

　

U
RL　

http://w
w
w
.jyukou.go.jp/

　
教　

育

平
成
18
年
度
市
立
幼
稚
園
願
書
受
付

　

平
成
12
年
４
月
２
日
〜
平
成
13
年
４
月
１
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
子
ど
も
（
５
歳
児
）
を
対

象
に
市
立
幼
稚
園
の
入
園
願
書
を
受
け
付
け
ま

す
。
た
だ
し
、
直
入
幼
稚
園
は
平
成
13
年
４
月

２
日
〜
平
成
14
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

子
ど
も
（
４
歳
児
）
も
対
象
に
な
り
ま
す
。

　

該
当
す
る
保
護
者
に
は
入
園
願
書
を
お
届
け

し
ま
す
。
12
月
中
に
届
か
な
い
場
合
は
、
最
寄

り
の
幼
稚
園
ま
た
は
竹
田
市
教
育
委
員
会
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

小
学
校
区
外
、
市
外
で
も
入
園
で
き
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ

　

竹
田
幼
稚
園　

☎
63‒

１
０
８
１

　

南
部
幼
稚
園　

☎
63‒

１
０
８
４

　

直
入
幼
稚
園　

☎
75‒

２
２
３
０

国
の
教
育
ロ
ー
ン

　

入
学
金
や
授
業
料
、
教
科
書
代
、
ア
パ
ー
ト

の
敷
金
、
家
賃
等
、
入
学
時
や
在
学
中
に
必
要

と
な
る
資
金
を
融
資
す
る
公
的
制
度
と
し
て
、

国
民
生
活
金
融
公
庫
の
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」

が
あ
り
ま
す
。

　

融
資
金
額
は
、
学
生
・
生
徒
お
一
人
に
つ
き

２
０
０
万
円
以
内
、返
済
期
間
は
10
年
以
内
で
す
。

●
お
問
い
合
せ　

国
民
生
活
金
融
公
庫
大
分
支
店

　

☎
０
９
７‒

５
３
５‒

０
３
３
１

「
働
き
な
が
ら
学
べ
る
」
通
信
制
高
校

碩
信
高
校(

単
位
制) 

　

県
下
で
唯
一
の
通
信
制
独
立
高
校
で
あ
る
碩

信
高
校
で
は
、
高
校
卒
業
の
資
格
を
得
よ
う
と

す
る
人
を
対
象
に
入
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

学
科　

普
通
科
・
衛
生
看
護
科
・
被
服
科

入
学
資
格　

中
学
卒
業
者
ま
た
は
同
程
度
の
学

　

力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
人

学
習
方
法　

レ
ポ
ー
ト
指
導
と
月
２
回
（
日
曜

　

日
）
の
面
接
授
業

学
習
場
所　

本
校
の
他
、
中
津
市
、
日
田
市
、

　

佐
伯
市
の
県
立
高
校

学
費　

年
間
約
３
万
円

募
集
期
間　

３
月
８
日
㈬
〜
３
月
23
日
㈭
正
午

●
お
問
い
合
せ　

大
分
県
立
碩
信
高
校

　

〒
８
７
０‒

８
５
０
５

　

大
分
市
上
野
丘
２‒

10‒

２

　

☎
０
９
７‒

５
４
３‒

９
３
３
９

放
送
大
学
平
成
18
年
度
第
１
期

出
願
期
間

　

12
月
15
日
㈭
〜
平
成
18
年
２
月
28
日
㈬

※
視
聴
方
法
、
特
長
、
学
費
等
に
係
わ
る
詳
細

　

は
次
ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。
募
集
要

　

項
等
を
送
付
し
ま
す
。

※
現
在
、
無
料
体
験
入
学
実
施
中
で
す
！

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　

放
送
大
学
大
分
学
習
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
７‒

５
４
９‒

６
６
１
２

　

℻
０
９
７‒

５
４
９‒

６
６
２
１

　

U
RL　

http://w
w
w
.u-air.ac.jp

　
試　

験

大
分
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会

職
員
採
用
試
験

採
用
予
定
者　

１
人

職
務
内
容

　

診
療
報
酬
審
査
支
払
事
務
及
び
一
般
事
務

服
務
・
給
与

　

本
会
職
員
服
務
規
程
及
び
給
与
規
定
に
よ
る

受
験
資
格　

４
年
制
大
学
・
短
期
大
学
及
び
高

　

等
学
校
卒
業
又
は
卒
業
見
込
の
人
で
昭
和
55

　

年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人

受
検
日
時

第
一
次
試
験　

平
成
18
年
１
月
15
日
㈰

　

９
時
〜
12
時
（
教
養
試
験
・
作
文
）

第
二
次
試
験　

平
成
18
年
２
月
上
旬
（
面
接
）

試
験
会
場　

大
分
県
市
町
村
会
館
４
階
大
分
県

　

国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
会
議
室

応
募
〆
切　

12
月
16
日
㈮　

※
消
印
有
効

●
お
問
い
合
せ　

大
分
県
国
民
健
康
保
険
団
体

　

連
合
会
総
務
課　

〒
８
７
０‒

０
０
２
２　

　

大
分
市
大
手
町
２‒

３‒

12　

大
分
県
臨
時
職
員
採
用
候
補
者

名
簿
登
録
試
験

　

大
分
県
で
は
県
の
本
庁
及
び
県
内
地
方
機
関

に
お
い
て
事
務
補
助
を
行
う
臨
時
職
員
の
採
用

候
補
者
名
簿
登
録
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

募
集
期
間

　

12
月
19
日
㈪
〜
平
成
18
年
１
月
13
日
㈮

試
験
日　

平
成
18
年
２
月
12
日
㈰
予
定

そ
の
他　

応
募
書
式
等
は
12
月
12
日
㈪
か
ら
大

　

分
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。ま
た
、

　

県
庁
人
事
課
や
各
地
方
振
興
局
等
で
も
配
布

　

し
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み　

大
分
県
人
事
課

　

☎
０
９
７‒

５
３
６‒

１
１
１
１

　
（
内
線
２
３
１
２
）

　

大
分
県
竹
田
直
入
地
方
振
興
局

　

☎
63‒

１
１
７
１

　

URL http://w
w
w
.pref.oita.jp/11200/rinji

　
募　

集

平
成
18
年
大
分
県
民
芸
術
文
化
祭
行
事

　

平
成
18
年
10
月
１
日
か
ら
11
月
30
日
に
大
分

県
内
で
活
動
す
る
個
人
及
び
団
体
、
実
行
委
員

会
等
の
主
催
に
よ
り
開
催
さ
れ
る
芸
術
文
化
行

事
の
中
で
、
大
分
県
民
芸
術
文
化
祭
行
事
と
し

て
開
催
を
希
望
す
る
行
事
を
募
集
し
ま
す
。

　

採
択
さ
れ
た
行
事
に
は
、
予
算
の
範
囲
内
で

経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。



❼ 平成17年11月発行

申
請
方
法　

日
本
財
団
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も

　

し
く
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
請
書
を
請
求
し
て
く
だ

　

さ
い
。
ま
た
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
請
も

　

利
用
で
き
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み　

日
本
財
団

　

公
益
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
グ
ル
ー
プ

　

http://w
w
w
.nippon-foundation.or.jp/

　

☎
03‒

６
２
２
９‒

５
１
６
１

　

℻
03‒

６
２
２
９‒

５
１
６
０

　
税　

金

固
定
資
産
税
の
申
告
と
届
出

１　

住
宅
用
地
の
異
動
申
告

　

現
在
、
住
宅
が
建
っ
て
い
る
土
地
（
住
宅
用

地
）
に
つ
い
て
は
、
固
定
資
産
税
が
軽
減
さ
れ

て
安
く
な
っ
て
い
ま
す
。
住
宅
の
取
り
壊
し
等

で
宅
地
が
住
宅
用
地
で
な
く
な
っ
た
場
合
や
新

た
に
住
宅
用
地
に
な
っ
た
場
合
等
、
住
宅
用
地

に
移
動
が
あ
っ
た
時
は
、
申
告
を
す
る
こ
と
が

法
律
・
条
例
で
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

申
告
期
限
は
１
月
31
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
必
ず
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。
申
告

内
容
は
、
所
有
者
（
住
所
・
氏
名
）・
住
宅
用

地
（
所
在
・
地
積
）・
家
屋
（
所
在
・
所
有
者
・

面
積
等
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

２　

土
地
・
家
屋
の
異
動
届

　

土
地
の
地
目
を
変
更
し
た
場
合
、
又
は
家
屋

を
新
増
築
・
取
り
壊
し
た
場
合
は
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
（
法
務
局
に
て
登
記
を
さ
れ
た
人
は
連

絡
不
用
で
す
）。

３　

償
却
資
産
の
申
告

　

償
却
資
産
「
土
地
・
家
屋
・
車
両
（
自
動
車
税
・

軽
自
動
車
税
が
か
か
る
も
の
）
以
外
※
の
事
業

に
用
い
て
い
る
資
産
で
、
そ
の
償
却
費
が
所
得

税
法
又
は
法
人
税
法
で
経
費
や
損
金
に
算
入
さ

れ
る
も
の
」
の
所
有
者
は
、
毎
年
１
月
１
日
現

在
所
有
し
て
い
る
償
却
資
産
に
つ
い
て
、
そ
の

名
称
・
数
量
・
所
得
年
月
日
・
取
得
価
額
・
耐

用
年
数
等
を
申
告
す
る
こ
と
が
法
律
で
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

償
却
資
産
の
所
有
者
は
、
申
告
期
限
が
１
月

31
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
必
ず
申
告
書

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
道
路
運
送
車
両
法
上
の
大
型
特
殊
自
動
車
は
、

　

陸
運
局
へ
の
登
録
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
償

　

却
資
産
に
該
当
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ　

税
務
課
資
産
係

　

☎
63‒

１
１
１
１
（
内
線
１
２
３
・
１
２
４
）

　
年　

金

国
民
年
金
料
の
納
め
忘
れ
に
注
意

　

国
民
年
金
保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
に
し
て
い

る
と
、
将
来
や
万
が
一
の
場
合
に
年
金
が
受
け

ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
半
額
免

除
の
承
認
を
受
け
て
い
る
人
も
、
半
額
分
の
保

険
料
を
納
め
な
い
と
未
納
と
同
じ
扱
い
に
な
り

ま
す
。

　

お
手
持
ち
の
納
付
書
を
確
認
し
て
、
納
め
忘

れ
が
あ
る
人
は
至
急
金
融
機
関
、
郵
便
局
、
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
等
で
納
め
て
く
だ
さ

い
。

●
お
問
い
合
せ　

大
分
社
会
保
険
事
務
所

　

☎
０
９
７‒

５
５
２‒

１
２
１
１

年
末
調
整
や
確
定
申
告
と
「
社
会
保
険
料

（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」

　

所
得
税
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
平
成
17
年

分
の
所
得
申
告
か
ら
、
国
民
年
金
保
険
料
を
社

会
保
険
料
控
除
と
し
て
申
告
す
る
際
に
、
１
年

間
に
納
め
た
国
民
年
金
保
険
料
を
証
明
す
る
書

類
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除

証
明
書
」
を
年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
に
添

募
集
〆
切　

12
月
15
日
㈭

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　

大
分
県
企
画
振
興
部
文
化
振
興
課
内

　

大
分
県
民
芸
術
文
化
祭
実
行
委
員
会
事
務
局

　

☎
０
９
７‒
５
３
６‒

１
１
１
１

　
（
内
線
２
０
５
８
）

　

℻
０
９
７‒

５
３
２‒
８
５
０
７

　

企
画
情
報
課　

☎
63‒
４
８
０
１

第
49
回
大
分
県
勤
労
者
創
作
美
術
展

応
募
資
格

　

県
内
に
職
場
又
は
住
所
を
有
す
る
勤
労
者

部
門　

絵
画
、
書
道
、
写
真
、
彫
刻
、
工
芸
、

　

デ
ザ
イ
ン
、
イ
ラ
ス
ト

会
場　

大
分
県
立
芸
術
会
館

期
間　

平
成
18
年
３
月
１
日
〜
５
日

申
込
期
間

　

平
成
18
年
１
月
16
日
㈪
〜
２
月
15
日
㈬

出
品
料
等　

各
部
門
と
も
１
人
１
点
（
原
則
未

　

発
表
の
も
の
）で
出
品
料
は
１
点
１
、５
０
０

　

円
（
作
品
搬
入
時
に
納
入
）

※
出
品
作
品
は
す
べ
て
会
場
に
展
示
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　

大
分
県
竹
田
直
入
地
方
振
興
局
地
方
振
興
課

　

☎
63‒

１
２
９
１

「
郷
土
学
（
先
人
学
）」
事
業
助
成
金

　

日
本
財
団
で
は
、
地
域
で
先
人
が
育
ん
で
き

た
歴
史
や
文
化
、
技
術
等
を
伝
承
し
て
い
く
、

地
域
の
活
性
化
を
目
指
し
た
活
動
を
行
う
特
定

非
営
利
活
動
法
人
、
ま
た
は
任
意
団
体
を
対
象

に
助
成
を
行
い
ま
す
。

助
成
金
限
度
額　

50
万
円

　

※
事
業
費
総
額
の
90
％
以
内
と
し
ま
す
。

応
募
条
件　

平
成
18
年
４
月
１
日
以
降
に
事
業

　

を
開
始
し
、
平
成
19
年
３
月
31
日
ま
で
に
完

　

了
す
る
こ
と
を
原
則
と
し
ま
す
。

キ
　
リ
　
ト
　
リ
　
セ
　
ン

キ　リ　ト　リ　セ　ン

新「竹田市」誕生記念
2006年新春カラオケフェスタ

出場者募集!
　歌は体や心の健康に最適と言われています。ポップスから
演歌、童謡等、何でも結構です。
　みなさんの出場をお待ちしています。

　　日時/2月5日(日)　10:00～　　
　　場所/竹田市文化会館大ホール
◇出場枠及び資格
　・竹田市内に在住する方。年齢性別は問いません。
　・旧竹田市各地区の推薦1人（計12人）、及び個人申込み枠
　　28人（合計40人）。
　　ただし、個人申込枠は、「竹田」「荻」「直入」「久住」を地
　　域割として各７人まで。
　　地域割の人数が満たない場合は、全体の人数で調整します。
　　個人申込みが定員を越えた場合は、抽選のうえ選出さ
　　せていただきますので予めご了承ください。
◇表彰等　審査は行いません。フェスタ終了後、「お楽しみ
　抽選会」を行います。
◇申込み方法　個人出場を希望する方は、裏面の申込用紙に
　ご記入の上、竹田市文化会館にお出しください。
　募集〆切は平成18年1月13日(金)です。
主催／竹田市文化連盟歌謡部　共催／竹田市教育委員会
●お問い合せ
　竹田市文化連盟事務局（竹田市文化会館）263-2734
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キ
　
リ
　
ト
　
リ
　
セ
　
ン

キ 　 リ 　 ト 　 リ 　 セ 　 ン

新
「
竹
田
市
」
誕
生
記
念

20
06
年
新
春
カ
ラ
オ
ケ
フ
ェ
ス
タ
　
出
場
申
込
書

フ
リ

ガ
ナ

氏
　

名
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
年

齢
　

　
　

歳

住
　

所
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

電
話

　
　

  　
－

 フ
リ

ガ
ナ

曲
　

目

フ
リ

ガ
ナ

歌
手

名

付
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

11
月
ま
た
は
翌
年
２
月
に
送
付
し
ま
す
！

①
11
月
上
旬
に
送
付
す
る
人
…
１
月
１
日
か
ら

　

９
月
30
日
ま
で
の
間
に
、
国
民
年
金
保
険
料

　

を
納
め
た
人

②
２
月
上
旬
に
送
付
す
る
人
…
10
月
１
日
か
ら

　

12
月
31
日
ま
で
の
間
に
、
そ
の
年
に
初
め
て

　

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
た
人

●
お
問
い
合
せ　

控
除
証
明
専
用
ダ
イ
ア
ル

　

☎
０
５
７
０‒

０
０
９‒

９
１
１

　
（
平
日
９
時
〜
17
時
）

　
労　

働

労
災
保
険
に
未
加
入
の
事
業
主
に
対
す

る
費
用
徴
収
制
度
が
強
化
さ
れ
ま
す

　

労
働
者
を
１
人
で
も
雇
っ
て
い
る
事
業
主

は
、
労
災
保
険
の
加
入
手
続
を
行
わ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
平
成
17
年
11
月
１
日
か
ら
、
労

災
保
険
未
加
入
の
事
業
主
に
対
す
る
費
用
徴
収

制
度
が
強
化
さ
れ
、
事
業
主
が
労
災
保
険
の
加

入
手
続
を
怠
っ
て
い
た
期
間
中
に
労
災
事
故
が

発
生
し
た
場
合
、
遡
っ
て
保
険
料
を
徴
収
す
る

ほ
か
に
、
労
災
保
険
か
ら
給
付
を
受
け
た
金
額

の
１
０
０
％
又
は
40
％
を
事
業
主
か
ら
徴
収
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ　

豊
後
大
野
労
働
基
準
監
督
署

　

☎
０
９
７
４‒

22‒

０
１
５
３

　
求　

人

◇
土
木
技
術
士
３
人
20
〜
40
才
22
〜
33
万
◇
土

木
建
設
技
術
者
１
人
年
齢
不
問
14
〜
30
万
◇
配

管
技
師
１
人
18
〜
40
才
12
・
５
〜
20
万
◇
看
護

師
２
人
25
〜
50
才
15
〜
30
万
◇
正
・
准
看
護
師

１
人
年
齢
不
問
15
〜
20
万
◇
ケ
ア
ワ
ー
カ
ー
１

人
18
〜
40
才
14
・
３
〜
17
・
４
万
◇
歯
科
衛
生

士
１
人
18
〜
40
才
15
〜
18
万
◇
介
護
職
２
人
年

齢
不
問
14
・
２
〜
14
・
９
万
◇
事
務
１
人
18
〜

50
才
12
・
３
万
◇
フ
ロ
ン
ト
売
店
係
１
人
年
齢

不
問
12
・
１
万
◇
フ
ロ
ン
ト
係
２
人
18
〜
50
才

12
・
７
万
◇
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ッ
フ
１
人
年
齢

不
問
12
・
１
万
◇
接
客
係
１
人
30
才
以
下
12
〜

17
万
◇
営
業
１
人
年
齢
不
問
12
〜
20
万
◇
Ｉ
Ｃ

組
立
検
査
10
人
18
〜
40
才
19
・
３
〜
20
・
３
万

◇
塗
装
３
人
18
〜
55
才
19
・
２
〜
24
万
◇
タ
ク

シ
ー
乗
務
員
２
人
年
齢
不
問
13
・
４
〜
22
万
◇

作
業
員
１
人
年
齢
不
問
12
・
５
〜
20
万
◇
ボ
イ

ラ
ー
・
温
泉
管
理
１
人
年
齢
不
問
12
〜
15
万

　

面
接
で
事
業
所
や
会
社
等
を
訪
問
さ
れ
る
方

は
、
必
ず
相
談
室
の
窓
口
で
紹
介
状
を
も
ら
っ

て
か
ら
、
面
接
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
豊
後
大
野

　

竹
田
市
地
域
職
業
相
談
室

　

☎
63‒
１
１
０
１

社
会
福
祉
法
人
孝
寿
福
祉
会
（
美
晴
が
丘
）

募
集
職
種　

ケ
ア
ワ
ー
カ
ー
（
介
護
員
）、
看

　

護
師
（
准
看
護
師
）

募
集
人
数　

各
若
干
名

募
集
期
間　

平
成
18
年
２
月
末
日
ま
で

　

※
随
時
面
接
予
定

条
件
等　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
、
介
護
人
材
セ
ン
タ
ー

　

登
録
済
み　

※
詳
細
は
担
当
者
ま
で

●
お
問
い
合
せ　

大
分
県
竹
田
市
直
入
町
大
字

　

長
湯
９
０
６
７
番
地
４

　

☎
75‒

３
３
３
３
（
代
）

　

℻
75‒

３
０
６
０

　

Ｅ
メ
ー
ル　

m
ukai@

m
iharugaoka.com

　
年
末
年
始
業
務

◇
竹
田
市
役
所
は
、
年
末
は
28
日
㈬
ま
で
、
年

　

始
は
４
日
㈬
か
ら
業
務
を
行
い
ま
す
。

◇
清
掃
セ
ン
タ
ー
（
ご
み
処
理
場
）
及
び
衛
生

　

セ
ン
タ
ー（
し
尿
処
理
場
）は
、
年
末
は
28
日

　

㈬
午
前
中
ま
で
（
※
清
掃
セ
ン
タ
ー
の
み
）、

　

年
始
は
１
月
４
日
㈬
か
ら
業
務
を
行
い
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ

　

健
康
増
進
課　
　

☎
63‒

４
８
１
０

　

清
掃
セ
ン
タ
ー　

☎
68‒

２
８
１
９

　

衛
生
セ
ン
タ
ー　

☎
63‒

２
２
３
９

◇
竹
田
温
泉
花
水
月
は
、
年
末
年
始
は
休
ま
ず

　

営
業
を
行
い
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ　

☎
64‒

１
１
２
６

◇
荻
の
里
温
泉
は
、
年
末
年
始
は
休
ま
ず
営
業

　

し
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ　

☎
64‒

９
５
９
５

◇
七
里
田
温
泉
館
木
乃
葉
の
湯
は
、
年
末
年
始

　

は
休
ま
ず
営
業
し
ま
す
。

※
31
日
は
19
時
ま
で
。

●
お
問
い
合
せ　

☎
77‒
２
６
８
６

◇
白
丹
温
泉
ふ
れ
あ
い
の
湯
は
、
年
末
年
始
は

　

営
業
し
ま
す
。

※
31
日
は
10
時
〜
18
時
ま
で
。

　

１
月
１
日
〜
３
日
は
10
時
〜
20
時
ま
で
。

●
お
問
い
合
せ　

☎
76‒

２
２
２
６

◇
久
住
ふ
れ
あ
い
会
館
は
、
31
日
㈯
か
ら
１
月

　

３
日
㈫
の
間
休
業
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ　

☎
76‒

１
１
０
５

◇
あ
ざ
み
台
展
望
所
「
ス
カ
イ
パ
ー
ク
あ
ざ
み

　

台
」
は
、年
末
年
始
は
休
ま
ず
営
業
し
ま
す
。

※
31
日
は
食
堂
を
休
業
し
ま
す
。
１
月
１
日
は

　

６
時
頃
か
ら
営
業
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ　

☎
76‒

１
４
３
０

◇
長
湯
温
泉
療
養
文
化
館
御
前
湯
は
、
年
末
年

　

始
は
休
ま
ず
営
業
し
ま
す
。

※
営
業
時
間
は
17
時
ま
で（
１
月
２
、３
日
は
19

　

時
）。

●
お
問
い
合
せ　

☎
64‒

１
４
０
０

※
通
常
の
営
業
時
間
、
休
業
日
等
は
各
施
設
に

　

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。




